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巻 頭 言 

 

国際連携センターとして第１号となる平成 23 年度の年報をまとめましたので、発刊に際して、

国際連携センター長として、一言ご挨拶申し上げます。 

国際連携センターは、国際センターからの組織変更も含め、平成 24年４月から発足したもの

で、本学における海外の学術機関との交流の推進並びに外国人留学生の教育指導及び学生の国

際交流推進等を行い、もって、本学の教育研究の国際的な連携に貢献することを目的として設

置されました。 

初代の国際連携センター長を命ぜられましたが、三上副学長を初めとして、国際連携センタ

ー構成員はいずれも国際交流経験豊富な教員であり、さらに塚部国際課長（国際連携センター

発足当時）ほかの国際課職員も加わっていただき、充実した陣容となりました。 

平成 23 年度中に、14 回の国際連携センター会議を開催し、本学の多種多様な国際交流、留

学生支援の現況について、関係委員から報告いただき、構成員で認識を共有するところから始

まりました。同時に国際戦略アクションプランや中長期戦略の策定など本学の将来ビジョン検

討に参画できたのは、国際連携センターの今後にとって大きな意味を持つものとなりました。 

活動報告にもありますように、国際連携センターでは平成 23年度も国際連携教育プログラム、

日本語教育事業、留学生支援事業・地域交流事業などの多彩な活動を展開してきました。また、

新たな案件や公募申請に積極的に関与してきました。これらの活動について、従来は各担当者

だけで、企画・実施することが多かったように思いますが、国際連携センター会議などの場で、

より幅広い視野から意見交換し、企画・実施することできました。 

これらの活動も、学内外の関係者各位のご支援ご協力によるところが大であり、深く感謝申

し上げる次第です。 

今回、まとめました年報をきっかけに、皆様方から、今まで以上に国際連携センターへのご

意見、ご支援をいただければ、幸いです。 

 

                         国際連携センター長 

                              佐藤一則 

 



国際連携センターの設立について 

 

本学は、創立以来 30 年余りにわたりユニークな国際交流を展開し、小さな大学ながらも、

国際社会からみて存在感のある教育・研究システムを築き上げてきました。特に、国立大

学として初めてツイニング・プログラムを導入するなど、国際連携教育の開発・運用にお

けるパイオニアを自負しています。学部レベルでのツイニング・プログラムはベトナム、

中国、メキシコ３カ国の６大学との間で運営されており、また、大学院生レベルでの国際

連携教育として、修士・博士課程のダブル・デグリー・プログラムにも取り組んでいます。

こうした本学の国際連携教育の試みは、「長岡モデル」として、他大学へ、また工学以外の

専門分野へも継承されています。社会人技術者・研究者を対象とした本学独自の留学生受

入制度である社会人留学生コースも創設から 20年近くを経過し、留学を希望する海外の社

会技術者・研究者からの期待は一層高まっています。 

日本の大学で学ぶ学生の総数は約 300 万人であり、学齢人口減少と進学率上昇の両要因

の効果として今後ほぼ横ばいで推移すると予想すると、2020 年に「留学生 30 万人計画」の

目標が達成されたときの日本全体の留学生比率は約 10％になります。一方、本学の留学生

比率は既に 10％を超えており（平成 23年度末で約 12％）、量的な指標で言えば、本学は日

本政府が 10年後に達成しようとしている留学生比率の水準を既に達成しているといえます。

一方、日本人学生を海外に送り出すという側面でも、大学院に進学する学生の 13％以上を、

学部４年次に５ヶ月間の長期にわたり、毎年 25ヶ所を超える海外研究機関・企業での実務

訓練に送り出すなど、本学の教育グローバル化は双方向に発展しています。 

こうした本学の多彩な国際連携活動、留学生受入や留学生派遣に関する活動のコーディ

ネーション組織として、また、教員と職員が一体となった組織として、平成 23年４月１日

に国際連携センターが発足しました。この報告書はその初年度の活動報告です。 

この報告書を通じて、学内外の皆様に本学の国際活動に対する理解を深めていただき、

その更なる発展のためのご支援とご理解をいただくよう御願い申し上げる次第です。 

 

国際交流担当副学長 

三上喜貴 

 

 



 

 
国際連携センター 

活動報告 

 
（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月３１日） 
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≪１≫ 本学における国際交流 

１－１ 本学の国際交流の概要 

本学は、「ものづくり」の礎である技学を核として、諸外国との協力・友好関係を戦

略的に構築し、海外の大学・研究機関等との強固な信頼関係に基づいた双方向の教育連

携・共同研究を推進することにより、世界に貢献する国際交流を目指している。 

 

  創立以来30年余りの間に、本学はきわめて特異な国際交流を展開し、社会のグローバ

ル化に対応した教育・研究システムを築いてきた。学術交流協定による交流はもとより、

ツイニング・プログラムや大学院社会人留学生特別コースなど、長い実績と高い評価を

得ている国際連携教育プログラムを有している。また、国際協力機構（JICA）が実施す

る技術協力事業などに積極的に参加することでも、多くの学生や研究者を受け入れてい

る。その結果、発展目覚ましい東アジア・東南アジア諸国、中南米諸国などを中心とし

て、留学生比率は国立大学としてトップクラスである。これらの実績は、地域の支援か

らも支えられている。 

また、JICAの技術協力事業である東南アジア諸国等における高等教育開発計画におい

て、本学から数多くの教員を派遣するなど、各国の高等教育機関の設立に大きな貢献を

している。 

 本学は多くの留学生を受け入れる一方で、日本人学生の海外派遣にも注力しており、

海外実務訓練による派遣は特筆すべき実績である。また、ダブルディグリー・プログラ

ムによる派遣も開始しており、実効的でかつ質保証されたプログラムを実現している。 

  本学における教育研究及び指導の充実・質の向上の一つとして、留学生のニーズに応

えた日本語教育の実施や教育ツールの開発、シンポジウム等により国際交流に関する意

見交換や最新の情報収集の機会を積極的に設けるなど、さらなる発展を継続して検討し

ている。 

 

  平成23年３月11日に発生した東日本大震災は、我が国に甚大な被害をもたらした。本

学の一部留学生は、一時的な帰国を選択したが、その後、徐々に復学が果たされた。 

本学から被災地に発送した救援物資には、本学に在籍していた留学生からの支援も含

まれた。また、海外で開催された東日本大震災の被災者支援のための募金活動イベント

に、本学留学生及び卒業生が多数参加した。温かい支援に心から感謝と敬意を表すとと

もに、築かれてきた絆の深さを再認識した。 
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１－２ 留学生の状況 

本学では、アジア圏からの留学生受け入れが多く、近年250名前後を推移している留学 

生のうち、ほぼ９割がアジア圏であり、過去５年間での受け入れ数上位３国をベトナム、

中国、マレーシアが占めている。主な理由としては、ベトナムでのツイニング・プログラ

ム、中国からの協定校入試及びツイニング・プログラム、マレーシアとのツイニング・プ

ログラム及び高等専門学校からの入学者が多いことがあげられる。 

平成23年３月に発生した東日本大震災の影響で、短期留学生含む53名が一時帰国者した

が、同年４月初旬には43名が戻っている。その後も徐々に一時帰国より戻り、４月入学合

格者・進学者75名のうち、震災を理由とした入学辞退者は２名（タイ１名、メキシコ１名）、

入学手続き後に家族の反対により来日せず最終的に留学取りやめた者は1名（タイ）であ

った。一時的な動揺はあったものの、本学では大きな影響は見受けられなかったようであ

る。 

 
  



3 
 

１－3 学術交流協定の状況等 

（１）学術交流協定の概要 

学術の発展と国際交流の促進に寄与するため、平成24年３月現在、世界21カ国・

地域の69大学・研究所と大学間国際学術交流協定を締結し、学生、教職員、研究者

の交流、国際共同研究等を実施している。 

 

（２）学術交流協定リスト 

   平成23年度に新規締結した学術交流協定機関は、下記のとおりである。 

  １．メンデレーエフ化学工科大学機能性ガラス材料研究室（ロシア） 

  ２．ハンバット大学電気化学エネルギー研究室（韓国） 

 

   平成23年度に終了した学術交流協定機関は、下記のとおりである。 

  １．レーザー・プラズマ・放射物理学国立研究所（ルーマニア） 

  ２．シンガポール総合病院Xiao研究室（シンガポール） 

  ３．チリ大学（チリ） 

 

   平成24年３月31日現在の学術交流協定締結機関等一覧は下記のとおりである。 

 

表１ 学術交流協定締結機関等一覧（平成24年３月31日現在） 

国名 レベル 大学名 締結年月日 

中国 大学間 大連理工大学 昭和 63 年 10 月 19 日 

  河海大学 平成 8年 7月 25 日 

  浙江大学 平成 12 年 6月 29 日 

  華南理工大学 平成 16 年 9月 25 日 

  華東理工大学 平成 17 年 2月 15 日 

  鄭州大学 平成 17 年 12 月 2 日 

  ハルビン工業大学 平成 18 年 5月 19 日 

  重慶交通大学 平成 20 年 12 月 29 日 

  中国科学院長春応用化学研究所 平成 21 年 1月 10 日 

  中国科学院金属研究所 平成 21 年 1月 11 日 

 学部間 上海交通大学 LAF センター 平成 21 年 2月 16 日 

ベトナム 大学間 ハノイ工科大学（コンソーシアム） 平成 16 年 3月 18 日 

  ダナン大学（コンソーシアム） 平成 16 年 3月 18 日 

  ホーチミン市工科大学（コンソーシアム） 平成 16 年 3月 18 日 

  タイグエン工科大学（コンソーシアム） 平成 16 年 3月 18 日 
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国名 レベル 大学名 締結年月日 
  ニャチャン大学（コンソーシアム） 平成 16 年 3月 18 日 

  交通通信大学 平成 16 年 4月 5日 

  ホーチミン市技術教育大学 平成 21 年 4月 6日 

  ベトナム国家大学ハノイ外国語大学 平成 21 年 8月 14 日 

タイ 大学間 タマサート大学 平成 11 年 3月 9日 

  パトムワン工科大学 平成 12 年 6月 6日 

  マヒドン大学 平成 14 年 8月 2日 

  タイ商工大学 平成 15 年 3月 24 日 

  コンケーン大学 平成 15 年 12 月 5 日 

  ラジャマンガラ工科大学 平成 17 年 4月 6日 

  バンコク大学 平成 17 年 5月 24 日 

  国立科学技術開発機構 平成 20 年 1月 5日 

  泰日工業大学 平成 23 年 2月 9日 

 学部間 アジア工科大学工学部 平成 15 年 3月 20 日 

  チュラロンコン大学理学部 平成 18 年 8月 21 日 

 部局間 スラナリ工科大学工学部 平成 21 年 10 月 30 日 

 研究室間 メーファールアン大学物質科学研究室 平成 21 年 7月 29 日 

マレーシア 大学間 マラヤ大学 平成 16 年 1月 6日 

  マレーシア工科大学 平成 17 年 4月 15 日 

  セインズマレーシア大学 平成 17 年 10 月 19 日 

  マラ工科大学 平成 17 年 12 月 14 日 

  マレーシア国民大学 平成 20 年 9月 3日 

  マレーシアゴム庁 平成 21 年 5月 4日 

  トゥンフセインオンマレーシア大学 平成 22 年 7月 23 日 

台湾 大学間 国立清華大学 平成 14 年 6月 24 日 

  国立台北科技大学 平成 18 年 3月 17 日 

  亜州大学 平成 19 年 9月 6日 

  国立嘉義大学 平成 19 年 9月 11 日 

 部局間 国立台湾科技大学機械工学科、電子工学科、

電気工学科、情報工学科 
平成 22 年 1月 12 日 

 研究室間 国立曁南国際大学孫研究室 平成 21 年 7月 30 日 

韓国 大学間 ウルサン大学 平成 18 年 8月 11 日 

  韓国電気技術研究所 平成 12 年 7月 26 日 

  釜山国立大学 平成 20 年 10 月 27 日 
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国名 レベル 大学名 締結年月日 
  韓国生産技術研究院 平成 24 年 3月 2日 

 学部間 韓国国立全北大学工学部 平成 13 年 5月 1日 

 研究室間 ソガン大学李研究室 平成 20 年 3月 7日 

  ハンバット大学電気化学エネルギー研究室 平成 23 年 11 月 28 日 

インド 大学間 インド工業大学マドラス校 平成 12 年 1月 11 日 

 部局間 インディラガンジ原子力研究所 平成 22 年 1月 11 日 

  インド情報技術大学カーチンプラム校 平成 23 年 1月 5日 

モンゴル 大学間 モンゴル科学技術大学 平成 11 年 6月 16 日 

インドネシア 大学間 バンドン工科大学 平成 17 年 8月 3日 

アメリカ 大学間 テキサス大学エルパソ校 平成 15 年 12 月 17 日 

  南フロリダ大学 平成 20 年 5月 27 日 

  ケースウェスタンリザーブ大学 平成 20 年 8月 22 日 

カナダ 大学間 マニトバ大学 平成 10 年 9月 28 日 

メキシコ 大学間 グアナファト大学 平成 15 年 2月 17 日 

  ミチョアカナ大学 平成 16 年 10 月 5 日 

  モンテレイ工科大学（コンソーシアム） 平成 16 年 11 月 30 日 

  ヌエボレオン大学（コンソーシアム） 平成 16 年 11 月 30 日 

  モンテレイ大学（コンソーシアム） 平成 16 年 11 月 30 日 

  レジオモンタナ大学（コンソーシアム） 平成 16 年 11 月 30 日 

  高等教育大学（コンソーシアム） 平成 16 年 11 月 30 日 

  国立工科大学 平成 19 年 11 月 1 日 

  シウダーフアレス大学 平成 20 年 6月 3日 

ドイツ 大学間 ダルムシュタット工科大学 平成 18 年 9月 20 日 

  応用科学大学 平成 20 年 3月 12 日 

イギリス 大学間 クランフィールド大学 平成 19 年 2月 9日 

 部局間 ヨーク大学材料研究所 平成 22 年 7月 22 日 

ハンガリー 大学間 ミシュコルツ大学 平成 6年 3月 21 日 

スペイン 大学間 カタルニア工科大学 平成 9年 11 月 6日 

フランス 大学間 国立グルノーブル理工科学院 平成 18 年 10 月 9 日 

スイス 研究室間 スイス連邦工科大学チューリッヒ校電力工学

システム研究室 
平成 21 年 1月 14 日 

ノルウェー 研究室間 ノルウェー科学技術大学エネルギー変換研究

グループ 
平成 21 年 11 月 26 日 

オーストラリア 大学間 シドニー工科大学 平成 14 年 2月 15 日 
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国名 レベル 大学名 締結年月日 
  オーストラリア原子力科学技術機構 平成 17 年 2月 24 日 
アゼルバイジャン 大学間 アゼルバイジャン科学アカデミーバクー物理

学研究所 
平成 11 年 6月 16 日 

 研究室間 メンデレーエフ化学工科大学機能性ガラス材

料研究室 
平成 23 年 9月 9日 

 

 

（３）協定締結校以外での学生交流（派遣） 

平成23年度に実施された学生交流のうち、学術交流協定機関以外の機関への派 

遣は下記のとおりである（いずれも海外実務訓練派遣）。 

  １．ピッツバーグ大学（アメリカ） 

  ２．ブリストル大学（イギリス） 

  ３．国立成功大学（台湾） 
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≪２≫ 国際連携教育プログラム 

2－１ ツイニング・プログラム  

ツイニング・プログラムは、アジア圏及び中南米の優秀な学生を対象に２年間の留学

期間で効果的な工学教育を行い、「日本語のできる指導的技術者の養成」を目標として

いる。 

本プログラムは、学部教育の前半２．５年（鄭州大学は３年）を現地の大学にて日本

語教育及び専門基礎教育を現地教員が主体となって実施し、後半２年は日本において専

門教育を実施する。現地での日本語教育・専門基礎科目を修了し、現地の大学の推薦を

受けた学生は、日本留学のための第３学年編入学試験の受験資格を得て、本学又はコン

ソーシアム大学が実施する編入学試験を受験する。編入学試験に合格した学生のみ日本

留学が可能となり、不合格の学生は、引き続き現地の大学にて学部教育を受け、現地大

学の学位を取得することができる。プログラムの全課程を修了した学生には、日本の大

学の学位及び現地の大学の学位が授与される。 

2003年にハノイ工科大学とのツイニング・プログラムを開始してから、現在は４カ国、

７大学・機関と実施しており、プログラム全体で、毎年30～40名の学生が本学第３学年

に編入学している。なお、ハノイ工科大学及びダナン大学とのプログラムは、他の国立

大学法人とのコンソーシアム形式による協働プログラムとして実施している。 

 
 

 

（１）プログラム概要 

本学では、現在、以下の大学又は機関とツイニング・プログラムを実施している。 

①ベトナム・ハノイ工科大学（平成15年～） 

・対象：機械創造工学課程 

  ・宇都宮大学、群馬大学、豊橋技術科学大学、名古屋工業大学及び岐阜大学と
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のコンソーシアム 

②ベトナム・ホーチミン市工科大学（平成18年～） 

・対象：電気電子情報工学課程 

③ベトナム・ダナン大学（平成18年～） 

・対象：建設工学課程、環境システム工学課程  ※ 環境は今まで入学者なし 

  ・豊橋技術科学大学及び岐阜大学とのコンソーシアム 

④メキシコ・ヌエボレオン大学（平成19年～） 

・対象：機械創造工学課程、経営情報システム工学課程 

⑤メキシコ・モンテレイ大学（平成19年～） 

  ・対象：建設工学課程、環境システム工学課程  ※ 環境は今まで入学者なし 

⑥中国・鄭州大学（平成19年～、９月入学） 

  ・対象：材料開発工学課程 

⑦マレーシア・HELP３ JADプログラム（平成20年～） 

  ・対象：機械創造工学課程、電気電子情報工学課程 

  ・JUCTe（特定非営利活動法人日本国際教育大学連合）が実施する「マレーシア

高等教育基金事業（HELP)）によるプログラム 

  ・国立３大学及び私立12大学によるコンソーシアム 

 ・JAD（Japanese Associate Degree）プログラム：マレーシアでの前半教育は

JADプログラムと呼ばれ、セランゴール産業大学（UNISEL）で行われている。 

 

（３）プログラム別志願者数等内訳（平成23年度及び平成24年度入試） 

     ①平成23年度入試（平成22年度実施）                               単位：人 

プログラム 志願者 受験者 合格者 入学者 

ハノイ工科大学  ※１ ０ ０ ０ ０ 

ホーチミン工科大学 １７ １７ １７ １７ 

ダナン大学  ※２ ２ ２ ２ １ 

ヌエボレオン大学  ※３ １ １ １ １ 

モンテレイ大学（機械） ７ ７ ６ ６ 

モンテレイ大学（経営） ５ ５ ５ ４ 

鄭州大学〔９月入学〕 １６ １６ ８ ６ 

マレーシア（機械） １ １ １ １ 

マレーシア（電気） ３ ３ ３ ３ 

          （  ）は入学課程 

※１  現地前半教育における組織替えの影響で志願者がおらず、実施せず。 

          ※２・３  建設工学課程のみ 
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 ②平成24年度入試（平成23年度実施）                               単位：人 

プログラム 志願者 受験者 合格者 入学者 

ハノイ工科大学 ６ ６ ３ ２ 

ホーチミン工科大学 １０ １０ ４ ４ 

ダナン大学  ※１ ７ ７ ５ ２ 

ヌエボレオン大学  ※２ ５ ５ ４ ４ 

モンテレイ大学（機械） １ １ ０ ０ 

モンテレイ大学（経営） ３ ３ ３ ３ 

鄭州大学〔９月入学〕※３ １１ １１ ８ ８ 

マレーシア（機械） ３ ３ ３ ２ 

マレーシア（電気） ３ ３ ３ ３ 

          （ ）は入学課程 

※１・２  建設工学課程のみ 

            ３  平成24年９月入学予定者 

 

（４）平成23年度実施状況 

①ベトナム・ハノイ工科大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成24年１月11日〔水〕、TV会議併用） 

・現地大学説明会（コンソーシアム合同：平成23年10月28日〔金〕） 

    説明会前にコンソーシアム大学とSIE（School of Education）との 

ミーティング実施 

・国内コンソーシアム会議（２回） 

    平成23年10月３日（月）〔豊橋技術科学大学〕 

    平成24年３月６日（火）〔長岡震災アーカイブセンターきおくみらい〕 

          ・ショートステイプログラム（平成24年２月３日〔金〕～17日〔金〕） 

              ホーチミン市工科大学、ダナン大学との合同で実施 

  ・海外実務訓練学生（TA）の派遣（２名）（平成23年９月12日[水]～平成24年

２月24日[日]） 

  ・日本語アチーブメントテストの実施（平成23年12月１日[木]） 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

斉藤 勝男（群馬大学） 材料力学 H23.11.14-11.18 

内山  直樹（豊橋技術科学大学） 機構学 H23.11.14-11.17 

水野  直樹（名古屋工業大学） 数値計算の基礎 H24.2.27-2.29 

 

②ベトナム・ホーチミン市工科大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成23年11月１日〔火〕、TV会議併用） 

          ・ショートステイプログラム（平成24年２月３日〔金〕～17日〔金〕） 

              ハノイ工科大学、ダナン大学との合同で実施 

          ・入学直前研修（平成24年３月26日〔月〕～４月３日〔火〕） 
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              平成24年度入学者（第４期生４名）を対象に実施 

          ・日本語アチーブメントテストの実施（平成23年11月１日[火]） 

 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

山本 寛（本学教員） 電子計算機システム H23.8.9-8.13 

宮崎 敏昌（本学教員） 制御工学基礎 H23.8.9-8.13 

原田 信弘（本学教員） 
数学、電気回路、電力 

H24.1.31-2.2 

中川 健治（本学教員） H24.1.30-2.1 

 

③ベトナム・ダナン大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成24年１月９日〔月〕） 

    入試後にコンソーシアム大学とダナン大学とのミーティング実施 

・現地大学説明会（コンソーシアム合同、在学生参加：平成23年９月４日〔日〕） 

・国内コンソーシアム会議（１回） 

    平成24年３月16日（金）〔主婦会館プラザエフ〕 

          ・ショートステイプログラム（平成24年２月３日〔金〕～17日〔金〕） 

              ハノイ工科大学、ホーチミン市工科大学との合同で実施 

  ・専門基礎科目及び日本語アチーブメントテストの実施（平成23年11月17日[木]） 

  ・日本語特別講義（平成24年２月13日〔月〕～３月16日〔金〕） 

      平成24年度入学者（コンソーシアム大学含む４名）に対する集中講義 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

豊田 浩史（本学教員） 地盤の不思議 H23.9.3 

磯部 公一（本学教員） 
土木工学概論、地

盤工学 
H23.11.7-11.9 

眞田  靖士（豊橋技術科学大学） 構造力学 H23.11.24-11.25 

岩崎  英治（本学教員） 
橋梁工学の基礎、

応用力学 
H24.2.6-2.8 

小澤  満津雄（岐阜大学） コンクリート工学 H24.2.27-3.3 

 

④メキシコ・ヌエボレオン大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成23年11月16日〔水〕、TV会議併用） 

・現地学生オリエンテーション（平成23年８月15日〔月〕） 

          ・メキシコツイニング夏期研修（平成23年６月25日〔土〕～７月10日〔日〕） 

              モンテレイ大学との合同で実施 

  ・専門基礎科目及び日本語アチーブメントテストの実施（平成23年10月31日[月]） 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

高橋 修（本学教員） 土木工学、数学 H23.8.16-8.18 

 

⑤メキシコ・モンテレイ大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成23年11月17日〔木〕、TV会議併用） 
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・現地学生オリエンテーション（平成23年８月16日〔火〕） 

          ・メキシコツイニング夏期研修（平成23年６月25日〔土〕～７月10日〔日〕） 

              ヌエボレオン大学との合同で実施 

          ・海外実務訓練学生（TA）の派遣（２名）（平成23年９月５日[水]～平成24年

２月24日[日]） 

  ・日本語アチーブメントテストの実施（平成23年10月31日[月]） 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

高橋 勉   

（本学教員） ※１ 
工業力学、数値計算、数学 H23.1.17-1.23 

松川 文彦  

（本学教員）※２ 
流体力学 H23.6.7、6.14 

倉橋 貴彦  

（本学教員） ※３ 

パーソナルコンピュータ発展の

歴史 －ソフトウェアとハード

ウェア－ 

H23.6.7、6.14、

6.21 

田浦 裕生  

（本学教員） 

ベクトル幾何(3 期生）、工業力学

（４期生）、ベクトル幾何（５期

生） 

H24.1.21-1.29 

鈴木 泉   

（本学教員） 

経営情報数学（微分、積分、線

型代数、確率） 
H24.1.21-1.29 

               ※１～３  TV会議システムにより実施 

 

⑥中国・鄭州大学 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成24年１月20日〔金〕） 

          ・入学前導入プログラム（平成23年８月17日〔水〕～９月１日〔木〕） 

              平成23年度入学者（第２期生６名）を対象に実施 

          ・ショートステイプログラム（平成23年９月17日〔土〕～10月５日〔水〕） 

          ・海外実務訓練学生（TA）の派遣（３名）（平成23年９月１日[土]～平成24年

１月31日[木]） 

  ・日本語アチーブメントテストの実施（平成24年３月26日[月]） 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

小林 高臣  

（本学教員） 

高校化学Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）、

数学、作文（レポート） 
H23.10.10-10.11 

小林 高臣  

（本学教員） 

高校化学Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）、

数学、作文（レポート） 
H23.11.8-11.9 

小林 高臣  

（本学教員） 

高校化学Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）、

数学、作文（レポート） 
H23.12.14-12.18 

前川 博史  

（本学教員） 

身近な化学、役立つ有機化学（１年

生）、酸化還元反応（２年生）、生命

と物質（３年生） 

H23.12.14-12.18 

竹中 克彦  

（本学教員） 

高校化学Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）、

数学、作文（レポート） 
H23.12.11-12.15 
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石橋  隆幸  

（本学教員） 

高校化学Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）、

数学、作文（レポート） 
H23.12.14-12.18 

 

⑦マレーシア・HELP３ JADプログラム（平成20年～） 

  ・平成24年度入試（現地試験：平成23年11月19日〔土〕） 

          ・現地大学説明会（平成23年６月３日〔金〕～４日〔土〕） 

          ・海外実務訓練学生（TA）の派遣（８名）（平成23年９月11日[火]～平成24年

２月25日[月]） 

          ・集中講義 

出張者 授業科目等 日程 

白樫  正高 

（本学教員） 
機械工学概論 H23.7.25-8.5 

柳  和久    

（本学教員） 
加工学 H23.8.8-8.25 

 

（５）その他 

ツイニング・プログラムについて、平成23年度において大きく改善を図ったこと

として、平成24年度入試より、筆記試験を実施している４つのプログラム（ヌエボ

レオン大学、モンテレイ大学、ダナン大学、鄭州大学）について筆記試験を廃止し、

面接試験において口述試問を実施することに変更したことが挙げられる。これによ

り、現地前半教育における成果を、より適正に反映させることが可能となった。 

筆記試験の廃止に伴う入学者の学力レベルの質保証の担保、日本語能力の厳正な

評価等について、各ツイニング・プログラム部会において検討を行い、現地での学

習状況（日本語クラスの出席率、宿題提出率、小テスト、確認テスト等）のデータ

が得られるものは、入試評価に加えることとした。 

 

また、日本語能力の厳正な評価に当たり、全プログラムについて、入試前（一部

入試後）に日本語のアチーブメントテストを実施し、一部のプログラムについては、

入試評価に加えることとした。また、アチーブメントテストの結果と入試結果の相

関関係の分析等を行った。 
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２－２ ダブルディグリー・プログラム 

ダブルディグリー・プログラムは、我が国と外国の大学が、教育課程の実施や単位互

換等について協議し、双方の大学がそれぞれ学位を授与するプログラム（「我が国の大学

と外国の大学間におけるダブルディグリー等、組織的・継続的な教育連携関係の構築に

関するガイドライン」平成22年５月 中央教育審議会大学分科会大学教育の検討に関する

作業部会大学グローバル化検討ワーキンググループ）である。 
本学は、学部レベルにおけるツイニング・プログラムの更なる充実を図るとともに、

大学院レベルでの国際連携教育プログラムの構築に取り組んでおり、平成22年度にメキ

シコ・グアナファト大学及び韓国・釜山国立大学とダブルディグリー・プログラムに関

する協定を締結した。現在、それ以外の数大学ともダブルディグリーの実施に向けて検

討中である。一方で、平成23年度がプログラムの開始初年度で実績が少なく、研究指導・

学位審査面をはじめ学内で検討を要すべき課題も残っている。 
 

（１）プログラム概要 

本学では、現在、以下の２大学とダブルディグリー・プログラムに関する協定を

締結の上、プログラムを実施している。 

メキシコ・グアナファト大学（修士課程：平成22年12月6日協定締結） 

対象：材料開発工学専攻 

韓国・釜山国立大学（博士後期課程：平成22年4月19日協定締結） 

対象：材料工学専攻、エネルギー・環境工学専攻 

 

        現在、ダブルディグリー・プログラムを検討中の大学（（２）平成23年度実施状

況のとおり）については、上記の大学の協定書、スキーム等に近い形で、相手大学

と交渉を行っている。ダブルディグリー・プログラム以外に、ドイツ・ダルムシュ

タット工科大学と本学の博士後期課程におけるジョイントディグリー・プログラム

を検討している。これは、双方の大学で、教育・研究を行った後、それぞれの大学

で学位を授与し、共同で教育を受けたことのCertificateを発行するものである。そ

の背景として、ドイツの大学制度では、コースとしての博士課程がまだ一般的でな

く、博士の学位を取得するには、給与を貰いながら教授のもとで研究を行うことが

多いこと等による。 

        学内規則上、学生の受入れは学則第55条の２「転入学」、学生の派遣は学則第60

条「留学」の扱いとなる。修了要件は、通常の学生と同様である。 

入学料及び授業料免除の取扱い、受入・派遣学生数、使用言語等はそれぞれの協

定書で定めることとなる。 

 



14 
 

（２）平成23年度実施状況 

① メキシコ・グアナファト大学との修士課程におけるプログラムについて、本学修

士課程学生１名を、平成23年８月に現地に派遣した。（平成24年６月まで） 

 

② 韓国・釜山国立大学との博士後期課程におけるプログラムについて、平成24年９

月に学生受入れを予定しており、両大学間学位取得までの教育研究計画の策定に

係る事前協議を行った。 

 

③ メキシコ・グアナファト大学との修士課程におけるプログラムについて、平成24

年度の受入れ及び派遣の候補者について、両大学間で事前協議を行った。 

 

④ 平成23～27年度特別経費「環太平洋新興国との高度な双方向連携教育研究による

持続型社会構築のための人材育成・新産業創出拠点形成」事業における環太平洋

諸国の拠点大学（ハノイ工科大学、グアナファト大学、チュラロンコン大学、セ

インズマレーシア大学）との博士後期課程（又は修士・博士一貫型）におけるダ

ブルディグリー・プログラムについて、それぞれの大学と協定の締結に向けた具

体的な交渉を行った。グアナファト大学とは、平成24年２月に、６ヶ月以内に協

定締結の意思確認をした「Letter of Intent」を取り交わした。 

 

⑤ ドイツ・ダルムシュタット工科大学との博士後期課程におけるジョイントディグ

リー・プログラムについて、平成23年11月に担当教員が現地に出張の上、協定の

締結に向けた具体的な交渉を行い、スキームについては、ほぼ合意したが、当初

予定していた対象分野を拡げることとし、対象分野について両大学が合意した時

点で協定を締結することとした。  

 

（３）ダブルディグリー・プログラムのスキーム（博士後期課程の場合） 
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２－3 大学院社会人留学生特別コース 

「大学院社会人留学生特別コース」は、アジアおよび中南米の社会人を対象とした本

学大学院工学研究科における留学生特別プログラムである。本プログラムは、平成18年

度「国費外国人留学生（研究留学生）の優先配置を行う特別プログラム」として選定さ

れ、本プログラムの入学者選抜試験の合格者の中から、国費外国人留学生（研究留学生）

への推薦条件に該当する修士課程８名、博士後期課程９名を国費外国人留学生へ推薦す

るプログラムである。 

 

（１）プログラム概要 

アジアおよび中南米にまたがる環太平洋地域の発展途上国の社会人技術者、研究

者を対象に、工業技術の急速な進歩に対応するための工業教育の機会を提供し、指

導的技術者の養成、教育機関及び産業界等での研究指導者として活躍できる人材を

養成するプログラムである。本プログラムの前身プログラムは平成６年度（財）海

外技術者研修協会（AOTS）の支援協力を受け修士課程に創設、平成11年度に博士後

期課程が発足した。以来、本プログラムは、ASEAN地域等の発展途上国の企業等にお

ける実務経験者を対象とした工業系の社会人教育プログラムとして全国で唯一の制

度であり、同プログラムの修了生は現地日系企業、政府機関、大学、現地企業等に

おける研究指導者、指導的技術者として活躍している。  

 

（２）平成23年度実施状況  

昨年度に引き続き、平成24年度学生募集時には、広報用ポスター等を作成し、関

係国・機関に送付するとともに、新規に関係国の世界大学ランキング上位校（95校）

にも送付した。 

平成24年度秋学期渡日分の国費留学生の優先配置については、平成18年度から23

年度の実施状況に関するヒアリングが行われ、評価の結果、継続プログラムとして

延長が認められた。本コース入学者選抜試験の合格者の中から修士課程８名、博士

後期課程９名の国費外国人留学生（研究留学生）へ推薦する。下記は平成23年度本

プログラムの入学者選抜試験実施状況である。  
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平成24年度大学院社会人留学生特別コース入学者選抜試験（平成23年度実施） 

 

修士課程                        単位：人 

専攻名 志願者数 受験者数 合格者数 

機械創造工学 4(1) 4(1) 4(1) 

電気電子情報工学 2 2 1 

材料開発工学 1(1) 1(1) 1(1) 

建設工学 2(2) 2(2) 2(2) 

環境システム工学 4(3) 4(3) 4(3) 

生物機能工学 0 0 0 

経営情報システム工学 3(1) 3(1) 3(1) 

合計 16(8) 16(8) 15(8) 

( )は女子で内数 

 

    博士後期課程                      単位：人 

専攻名 志願者数 受験者数 合格者数 

情報・制御工学 1 1 1 

材料工学 1(1) 1(1) 1(1) 

エネルギー・環境工学 3(1) 3(1) 2 

生物統合工学 0 0 0 

合計 5(2) 5(2) 4(1) 

       ( )は女子で内数 

２－４ JENESYSプログラム 

プログラム概要 

21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS）に基づくアセアン及び東アジア諸国

等を対象とした学生交流支援事業 ～アセアン事務局受託事業～ 

本プログラムは、日本学生支援機構が21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS）

の一環として、アセアン及び他の東アジア首脳会議（EAS）参加国の留学生が、我が

国の大学が提供するプログラムへの参加を通じて環境技術や環境政策を体系的に学

び、我が国の学生と積極的に交流する機会を提供することにより、有益かつ新たな

人的ネットワークを構築するとともに、将来、母国や環境関連分野におけるリーダ

ーを育成することを目的としたものである。さらに、我が国の大学が優秀な留学生

を受け入れることを通じて、我が国とアセアン及び東アジア諸国との大学間の教育

研究交流を促進し、相互の国際競争力を高めるとともに、東アジア全体の未来の発

展に資することを目的としている。 
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本学は、環境関連技術における世界的に卓越した研究実績と、学理と実践が融合

したユニークな教育実績を活用し、大学と企業との産学協同による連携教育を実施

しており、共同研究と実務訓練、ならびにオープンハウス（高専生の大学研修）へ

の参画で、実践的な技術力と指導力を体得させ、多様化する環境問題に対応できる

創造的能力を備えた指導的なグリーンテクノロジー技術者の育成を行うことが可能

であるとして、21年度（17名受入れ）に引き続き22年度も事業に採択されたもので

ある。 

日本学生支援機構「21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYSプログラム）に基

づくアセアン諸国等を対象とした学生交流支援事業」支援金により、12名を受入れ

平成22年10月から実施してきたプログラムは、平成23年９月で終了した。 

東日本大震災の影響で、受入れ学生の一時帰国、当初予定の研修旅行の変更・イ

ンターンシップ先企業の被災による実施中止等、予期せぬ困難が生じたが、途中で

プログラムを中止する留学生もなく、無事１年間の予定を終了した。 

参加学生へ実施したアンケートは好評であり、終了後に博士後期課程へ入学した

者は１名となった。 

【23年度実施状況】 

4月 
1学期授業科目履修申告、授業科目聴講開始 

19日 後期日本語研修科目開始（本学講義室 6月まで） 

6月 

21日 第1回企業見学（日軽新潟） 

26日～27日 研修旅行（鉄道博物館、サンデン・フォレスト赤城事業所、

長岡市ゴミ焼却場） 

7月 

4日 インターンシップ開始（8月2日まで 日立製作所 1名） 

21日 インターンシップ開始（8月3日まで 港湾空港技術研修所 1名） 

25日 オープンハウス開始（9月19日まで 各研究室5日～10日間） 

29日 第2回企業見学（住友金属直江津） 

8月 
18日 インターンシップ開始（9月1日まで 日本軽金属 1名） 

22日 インターンシップ開始（9月12日まで 施工技術総合研究所 1名） 

9月 
22日 JENESYSプログラム発表会・修了式 

   プログラム・アンケート回答 順次帰国 
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２－５ ショートステイ・ショートビジットプログラム 

今年度、日本学生支援機構が新設した留学生交流支援制度（ショートステイ、ショー

トビジット）プログラムに、５件を申請し、すべて採択された。 

 

日本学生支援機構のショートステイ、ショートビジットプログラム概要 

日本の大学、大学院、短期大学、高等専門学校第４年次以上（専攻科含む）、専修学

校（専門課程）（以下、「大学等」という。）が実施する３か月未満の留学生受入れ、

または３か月未満の学生派遣のプログラムに参加する学生を対象とした奨学金である。 

支援の対象となる受入れ・派遣計画は、実施校の管理・責任体制の下で実施されるも

ので、ショートステイ・プログラム（以下、「SSプログラム」という。）、ショートビ

ジット・プログラム（以下、「SVプログラム」という。）を実施する上での学生の募集・

選考基準及び教育・指導体制が確立されていることが条件である。 

奨学金：月額 80,000円 

 

初年度であり、平成23年４月上旬に募集要項公表、平成23年５月11日締切という短期

間であったが、特別聴講学生受入、海外実務訓練派遣、ツイニング・プログラム短期研

修などの交流実績を基に計画を作成し、応募、平成23年６月22日付けで採択の通知があ

った。実施プログラムは以下のとおりである。 

 

① マレーシア学術交流協定校との大学院レベル教育研究相互交流プログラム 

SS（ショートステイ＝受入）４名  SV（ショートビジット＝派遣）７名 

② 日墨米学術交流協定校ダブルディグリー支援プログラム 

SS４名  SV３名  

③ 海外学術交流協定校学生短期研修プログラム 

SS11名 

④ 中国・鄭州大学ツイニング・プログラム支援プログラム 

 SS10名 

⑤ ベトナムとのツイニング・プログラム支援プログラム 

 SS10名 

 

① マレーシア学術交流協定校との大学院レベル教育研究相互交流プログラム 

プログラム実施概要 

本学では、マレーシアから42名の留学生を学部･大学院正規学生として受け入れており、

学術交流協定は６大学と締結している。本学では大学院進学予定者を対象に４年生後期

に５ヶ月間の長期インターンシップ「実務訓練」を実施しており、マレーシアの学術交
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流協定校６大学については、毎年５～８名の学生を派遣している。これまでの交流実績

をふまえて、学術交流協定校のなかでもマレーシアの拠点大学であるマラヤ大学（UM）、

セインズマレーシア大学（USM）の２大学に、本学の大学院学生を派遣し、短期研究交流、

英語集中研修を行い、２大学から本学に短期留学生を受け入れて大学院での教育研究を

行う。また、これまでの大学間交流における教育研究連携体制をさらに発展できる双方

向プログラムを確立し、高度グローバル人材の育成を目指すことを目的とし、プログラ

ムを実施した。 

 

受入・派遣期間：平成23年9月12日～平成23年12月28日（左記期間内の90日以内） 

受入（SS） 
セインズマレーシア大学 2名 

マラヤ大学 2名 

派遣（SV） 
セインズマレーシア大学 3名 

マラヤ大学 4名 

 

  プログラムの成果概要 

ショートビジット学生派遣期間中の平成23年10月17日（月）にセインズマレーシア大

学メインキャンパスにおいて開催されたセインズマレーシア大学と本学との第１回ジョ

イントセミナーには、セインズマレーシア大学の理学部および工学部から数多くの教員

と学生が、本学からは、教職員等計17名が参加した。この機会にショートビジット学生

と面談するなど、教育上の支援を行った。また、マラヤ大学についても本プログラム実

施期間中に本学教員が訪問し、ショートビジット学生と面談を行った。 

双方向交流で行った本プログラムにおいては、研究交流の実績も重ねており、受け入れ

たショートステイ学生は、研究室で研究指導を受けるとともに、日本人学生と一緒に英語

による演習・セミナーに参加した。マレーシアの公用語が英語であることもあり、英語力

も高く、これは日本人学生の語学力向上、国際感覚養成にも役立った。これらの学習・研

究内容を基に、特別聴講学生科目「プロジェクトスタディ１」４単位を単位認定している。

互いの指導教員を介した共同研究実施など、帰国後の研究継続につながる成果を挙げてい

る。 

また、派遣したショートビジット学生の中には海外実務訓練でマレーシアでの滞在経験

を持つ学生もおり、現地大学で積極的に研究指導を受けるなど、貴重な研究留学体験をす

るとともに、異なる研究環境でも自分の研究を継続するという得難い体験をしている。派

遣先で行った、研究・学習を基に、修士課程の工学セミナー、特別実験・演習の単位認定

の一部として認めている。中には派遣先大学の英語短期研修コースを受ける学生もおり、

派遣学生全員が帰国後TOEICを受験し、ほとんどの学生が英語力を向上させるなど、大変

有意義なプログラムであった。 
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② 日墨米学術交流協定校ダブルディグリー支援プログラム 

プログラムの実施概要 

本学では、平成20年度から22年度に文部科学省大学教育の国際化加速プログラムとし

て「日墨米３国協働による技術者養成プログラム－日本式ものづくり技術の先導的工学

教育－」を、メキシコのグアナファト大学、ミチオカン大学、シウダーフアレス大学、

アメリカのテキサス大学エルパソ校と連携して実施してきた。この交流実績をふまえて、

修士課程学生のダブルディグリー・プログラムをグアナファト大学との間で平成23年度

から実施している。４大学から学生を受け入れ、短期研修を行うことで、今後の研究交

流の加速化を図り、本学学生をテキサス大学エルパソ校、グアナファト大学に派遣し学

生の国際化を図る。更に、90日間の研修により、双方の学生のダブルディグリー・プロ

グラム参加へのモチベーションを高めることを目的とし、プログラムを実施した。 

 

受入・派遣期間：平成23年9月28日～平成24年3月31日（左記期間内の90日以内） 

受入（SS） 
テキサス大学エルパソ校（アメリカ） 1名 

グアナファト大学（メキシコ） 3名 

派遣（SV） 
テキサス大学エルパソ校（アメリカ） 1名 

グアナファト大学（メキシコ） 2名 

 

プログラムの成果概要 

双方向交流で、上記の日墨米プログラムの研究実績に基づく研究室等で受け入れたシ

ョートステイ学生は、研究室で研究指導を受けるとともに、日本人学生と一緒に英語によ

る演習・セミナーに参加した。アメリカ人学生は勿論のことメキシコ人学生にも英語が堪

能な者が多く、これは日本人学生の語学力向上、国際感覚養成にも役立った。これらの学

習・研究内容を基に、特別聴講学生科目「プロジェクトスタディ１」４単位を単位認定し

ている。互いの指導教員を介した共同研究実施など、日墨米プログラムの研究継続につな

がる成果を挙げている。 

ショートビジット学生は、英語で研究指導を受けるなど、貴重な研究留学体験をする

とともに、異なる研究環境でも自分の研究を継続するという得難い体験をしている。派遣

先で行った、研究・学習を基に、修士課程の工学セミナー、特別実験・演習の単位認定の

一部として認めている。また、派遣学生全員が帰国後TOEICを受験し、ほとんどの学生が

英語力を向上させるなど、大変有意義なプログラムであった。 

ショートビジット学生の中には、TOEICの点数を120点向上させる者、スペイン語の能

力を向上させる者がおり、派遣先の学習環境を生かした成果を挙げている。 

今後、双方の学生の中からダブルディグリー・プログラムへ進む学生が出ることが期

待される。 
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③ 海外学術交流協定校学生短期研修プログラム 

プログラムの実施概要 

本学では、70以上の大学・研究機関と学術交流協定を締結し、特別聴講学生、特別研

究学生を受け入れている。それらの学生は概ね半年から１年間滞在し、各研究室で教育

を受け、研究も行っている。 

一方、本学では大学院進学予定者を対象に４年生後期に５ヶ月間の長期インターンシ

ップ「実務訓練」を実施しており、その内15％以上の人数を「海外実務訓練」生として、

国外の企業に送っている。その際に、学術交流協定校において、本学学生に対し、語学

や現地事情に関する研修を依頼している。 

このように本学ではすでに双方向の国際学生交流を創立以来30余年にわたり実施して

きているが，新たに教育交流の実績のある大学から継続的に３ヶ月程度の期間で留学生

を受け入れる本プログラムを実施することにより、本学日本人学生の海外留学に対する

関心を喚起するとともに、受け入れた留学生が修士、博士課程等で日本へ留学するため

の素地を作ることを目的とし、プログラムを実施した。 

 

受入期間：平成23年9月4日～平成24年3月31日（左記期間内の90日以内） 

受入（SS） 

チュラロンコン大学（タイ） 1名 

タマサート大学（タイ） 1名 

パトムワン大学（タイ） 1名 

マヒドン大学（タイ） 1名 

ラジャマンガラ大学（タイ） 1名 

タイ商工大学（タイ） 1名 

コンケーン大学（タイ） 1名 

泰日工業大学（タイ） 1名 

シモンボリバール大学（ベネズエラ） 3名 

 

プログラムの成果概要 

ショートステイ学生として、本学が海外実務訓練実施などで、教育・研究の交流実績

の大きいタイ、ベネズエラの学術交流協定校から11名を３ヶ月間受け入れた。 

受入期間中には、本学には正規学生として、タイから22名、ベネズエラから２名の留

学生が在籍しており、ショートステイ学生は、生活上の相談、サポートを受けることが

できた。また、ショートステイ学生は積極的に、本学が毎年実施している研修旅行、各

種行事に参加し、留学生のみならず、地域の方とも交流を深め、特に、タイからのショ

ートステイ学生は受入期間中に発生したタイ大洪水の学内募金に積極的に参加するなど、

研究以外にも活発に活動をしていた。ショートステイ学生は、研究室で研究指導を受け

るとともに、日本人学生と一緒に英語による演習・セミナーに参加した。これは日本人
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学生の語学力向上、国際感覚養成にも役立った。これらの学習・研究内容を基に、特別

聴講学生科目「プロジェクトスタディ１」４単位を単位認定している。互いの指導教員

を介した共同研究実施など、帰国後の研究継続につながる成果を挙げている。 

 

④ 中国・鄭州大学ツイニング・プログラム支援プログラム 

 プログラムの実施概要 

本学では、平成19年度から、中国の鄭州大学との間で、ツイニング・プログラムを実

施しており、平成22年９月に第１期生10名が本学第３学年に編入学している。本プログ

ラムは、沿岸部に比べ開発の遅れた中国内陸部の河南省にある鄭州大学と本学との学部

レベルのツイニング・プログラムであり、学部教育の前半３年間を鄭州大学にて日本語

教育及び専門基礎教育を現地教員が主体となって実施し、後半２年は本学において専門

教育を実施している。 

本学と鄭州大学との間の密接な連携の下、材料開発関連の工学教育プログラムを実施

し、本学教員が年数回、鄭州大学での日本語の集中講義に出向き、入学試験も中国現地

で実施している。本学の学部３年に編入学するにあたり、十分なオリエンテーションを

行うことを目的とし、第１期生、第２期生はそれぞれ、９月の入学直前に２週間程度の

事前研修を本学で行っている。入学前に日本文化に触れ、日本語でコミュニケーション

をとり、生活スタイルに慣れることで留学後のスムーズな工学教育へと移行が可能であ

り、特に中国では設備的に難しい基礎実験を本学入学前に経験できることは、後半教育

への導入部として極めて重要であるため、本学の材料開発工学課程での実験、演習、講

義等を日本語で体験させることを目的とし、プログラムを実施した。 

 

受入期間：平成23年9月17日～平成23年10月5日 

受入（SS） 鄭州大学 10名 

 

プログラムの成果概要 

本学での基礎教育に携わる教員はいずれも海外留学経験が豊富であり、支援プログラ

ムの運営には支障がなかった。特に、本来であれば実現が難しい、ツイニング・プログ

ラムの前半教育で、本学における日本語講義に参加でき、日本語に関する興味、理解を

深めることができた効果は極めて大きかった。 

２週間に渡る日本語教育ならびに専門基礎教育を終え、渡日時に比べ、日本文化や日

本語に対する理解の格段の向上が見受けられ、いずれの学生も高いモチベーションと志

を抱くことができた。帰国後は、１年後の本学入学を目指し、中国において前半教育を

継続して受けることになるが、本ショートステイ・プログラムが大変大きな影響をいず

れの学生にも与えた事は確かである。日中両国のツイニング・プログラムに携わる関係

者にとっては、大変有意義なプログラムであった。 
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⑤ ベトナムとのツイニング・プログラム支援プログラム 

プログラムの実施概要 

本学では、平成15年度より、ベトナムのハノイ工科大学との間で国立大学として初の

ツイニング・プログラムを開始し、平成18年度より、ホーチミン市工科大学、ダナン大

学とのツイニング・プログラムを実施している。ハノイ工科大学からは延べ20名、ホー

チミン市工科大学からは延べ38名、ダナン大学からは延べ５名が本学第３学年に編入学

している。本プログラムは、本学との学部レベルのツイニング・プログラムであり、学

部教育の前半2.5年をベトナムにて日本語教育及び専門基礎教育を現地教員が主体とな

って実施し、後半２年は日本において専門教育を実施している。 

密接な連携の下、前半教育が進められており、本学教員が年数回ベトナムへ出向き、

日本語による専門基礎科目の集中講義を実施している。また、入学試験についてもベト

ナムで実施している。 

本学の学部３年に編入学するにあたり、十分なオリエンテーションを行うべく、ホー

チミン市工科大学ツイニング・プログラムでは、昨年、今年と入学直前に２週間程度の

事前研修を本学で行った。その際に、入学前に日本文化に触れ、日本語でコミュニケー

ションをとり、生活するスタイルに慣れることは、留学後のスムーズな工学教育へと移

行が可能であるなどの要望が学生、現地教員から挙げられていた。特にベトナムでは設

備的に難しい基礎実験を本学入学前に経験できることは、後半教育への導入部として極

めて重要である。なお、本学では、平成18年度、19年度にハノイ工科大学のツイニング・

プログラム学生を対象とした１週間の研修を実施した。学生は、研究教育の一端に触れ、

さらに、ホームステイなどを通じて、長岡の風土に触れることができた。これは、日本

留学への意欲を高め、ベトナムでの勉学の動機づけとして、また、日本留学後のスムー

ズな適応への援助としても有効であった。 

したがって、入学１年前の２週間、本学で、実験、演習、講義等を日本語で体験させ

ることを目的とし、プログラムを実施した。 

 

受入期間：平成24年2月3日～平成24年2月17日 

受入（SS） 

ハノイ工科大学 4名 

ホーチミン市工科大学 5名 

ダナン大学 1名 

 

プログラムの成果概要 

日本語授業については、本学日本語教員による面談、テストにより基礎語学力を確認

の上、10名合同で２週間の授業を行い、レポート作成にあたっても日本語教育の観点か

らの指導を行った。機械、電気、建設と課程が異なるツイニング・プログラムであった

が、共通する、数学、物理、英語についても10名合同の講義を行った。また、見学につ
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いては学内施設のみならず、長岡市内の自動車部品メーカーの見学を行い、日本の産業

や技術に対する理解を深めた。日本の文化理解の一助として県立歴史博物館の見学も行

った。課程別実験・研究室体験においては、各課程の担当教員の指導に従って、実験を

行い、課された課題についてレポートをまとめるなど、入学後の教育の模擬体験を行わ

せた。母国ではなかなか体験できない実験装置に触れるなど、専門分野に対する興味、

理解を深めることができた効果は極めて大きかった。 

２週間に渡る日本語教育ならびに専門基礎教育を終え、渡日時に比べ、日本文化や日

本語に対する理解の格段の向上が見受けられ、いずれの学生も高いモチベーションと志

を抱くことができた。１年後の本学入学を目指して、ベトナムにおいて前半教育を継続

して受けることになるが、本ショートステイ・プログラムがいずれの学生にも大変大き

な影響を与えた事は、確かである。さらにプログラム参加者の帰国後、現地コーディネ

ータや日本語教員から、来日した学生のクラス全員の学習意欲や日本への留学意欲が一

段と高くなったとの報告があった。日越両国のツイニング・プログラムに携わる関係者

にとっては、大変有意義なプログラムであった。 

 

２－６ その他の国際連携プログラム 

 

（１）タマサート大学修士ジョイント・プログラム 

平成 22 年度の教務委員会で、タマサート大学最終学期の学生を本学特別聴講学生と

して受け入れ、その間に本学修士入学試験を受験させ、本学修士課程に入学すること

ができるプログラムとして、承認された。 

平成 23 年 10 月の特別聴講学生に向けて、タマサート大学から、４名の推薦があっ

たが、その内１名は書類不備があり、２名については英語能力が不足しており、選考

対象とならなかった。 
タマサート大学工学部化学工学科の学生１名につき特別聴講学生としての受入れを、

材料開発工学課程で選考・了承し、平成 23年８月 22日の教務委員会で承認された。 

その後、当該学生が辞退したので、初年度の特別聴講学生受入れはなかった。 

平成24年度の受入れに向けて、平成24年３月に本学湯川准教授がタマサート大学

を訪問し、協議を行った。 

 

プログラム概要 
（平成 22年 10 月 29 日教務委員会資料） 
① TU-NUT ジョイント・プログラム 

タマサート大学で７学期まで在籍し、８学期は長岡技大において特別聴講学生と

して学部の最終学年で実施する課題研究を行い、学部課程を卒業し、タマサート
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大から学士号を授与された者で、長岡技大の実施する入試（私費留学生入試）に

合格した学生は、本学大学院工学研究科修士課程へ入学することができるプログ

ラムである。 
 

本学受入専攻 タマサート大学対応学科 受入可能人数 
機械創造工学専攻 機械工学課程、産業工学課程、化学工学課程 5 

電気電子情報工学専攻 電気工学課程、コンピューター工学課程 5 

材料開発工学専攻   化学工学課程、産業工学課程 3 

建設工学専攻 土木工学課程 3 

環境システム工学専攻 化学工学課程、土木工学課程 3 

生物機能工学専攻 化学工学課程 3 

経営情報システム工学専攻 産業工学課程、コンピューター工学課程 3 

注）各専攻の受入可能人数については、タマサート・ツイニング・プログラム部会から各

系に照会して了承済み。 
② 従来のタマサート大学との学術交流協定で、特別聴講学生として受入可能とし

ていた５名とは、別枠として新たに協定を締結。 
③ 実際の特別聴講学生の受入は、平成 23年 10 月を予定。 

 

タマサート
大学(TU)

長岡技大
(NUT)

学部1～3年 学部4年 修士1～2年

TU学部学生

ＮＵＴ特別
聴講学生 ＮＵＴ修士学生

成績報告

TU学士卒業

4月

NUT修士修了

長岡技術科学大学・タマサート大学修士ジョイント・プログラム
タイムテーブル

対象学生
推薦

※最大２５人まで 私費留学生
入学試験

2月 4月10月 NUT修士入学

特別聴講学生受入：ゼミ，課題研究，
Project Study，授業(英語による)等

※従来の学術交流協定の５人
とは、別枠として受入
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２－7 教育教材開発の状況 

工学系の留学生に有用な教育教材の開発については、平成20年度の文部科学省「質の

高い大学教育推進プログラム」（教育GP）として採択された「UDに立脚した工学基礎教育

の再構築－ツイニング・プログラムを道場として－」事業（平成20年度～22年度）にお

ける新しい日本語教材の開発、合計８言語版（ベトナム語、マレー語、タイ語、スペイ

ン語、中国語、韓国語、インドネシア語、モンゴル語）の工学用語辞書編纂等により、

本学の国際連携教育の推進を図る上で、大きな成果を挙げることができた。 

本学は、第２期中期目標・中期計画（平成22年度～27年度）において、「工学教育に必

要な日本語教育の充実を図るとともに、工学系の留学生に有用な教育方法、教育ツール

の開発、シラバス等の整備を行う。」という中期計画を掲げている。 

今後は、中期計画に従い、教育教材の開発だけでなく、開発した教材について、ツイ

ニング・プログラムの前半教育への導入等を開始し、教育効果の検証を図ることにより、

更なる改善が求められる。 

    なお、「UD に立脚した工学基礎教育の再構

築」事業は、平成 20 年度に採択された全国

の教育 GPの取組 148 件の中から、「特に優れ

ており波及効果が見込まれる取組」として選

定された。（全国で本学を含め 17 件〔大学

14 件、短期大学１件、高等専門学校２件〕

が選定された。写真は、本学定例記者会見で

の三上喜貴副学長） 

 

以下に教育教材の開発及び活用状況について記載する。 

 

（１） 工学用語辞書（８言語）の活用状況 

平成22年度末に作成したモンゴル語版については、学内の留学生に配付して授業等

本学での学修に活用してもらう他、関係省庁、大学・高専等教育関係機関にも順次配

付し活用してもらっている。それ以外の言語の辞書についても各種PR等により、国立

高等専門学校機構、日本学生支援機構、大学・高専等から日本語教育の改善等のため

必要との依頼を受け、送付する等活用してもらった。また、海外の教育機関からも多

数の提供依頼を受けた。（インドネシア、タイ、モンゴル等） 

スペイン語版については、メキシコツイニング・プログラムの夏期短期研修等、同

プログラムの前半教育で活用を開始した。 

 

（２） 新しい日本語教育教材、PJ工学基礎教科書、ツイニング・プログラム集中講義教
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員研修テキスト等の活用状況 

① 機械工学で学ぶ中級日本語 

ハノイ工科大学、モンテレイ大学及びマレーシアのツイニング・プログラムの前

半教育における現地日本語教員による授業等で活用を開始した。現地学生、現地日

本語教員及び海外実務訓練学生からの意見を取り入れながら、平成24年３月に続編

「機械工学で学ぶ中級日本語２」を発行した。また、各ツイニング・プログラムか

らのニーズを把握しながら、環境・建設系関係等分野を拡げながらのシリーズ化に

ついても検討を開始した。 

 

② はじめて工学を学ぶ留学生のためのにほん 

 ご練習帳 

ハノイ工科大学とのツイニング・プログラム

及びメキシコツイニング・プログラムの前半教

育における海外実務訓練学生の指導用教材や

現地日本語教員による授業等で活用を開始し

た。 

  

      ③ 歴史と人物に学ぶ技術者の責任 

平成 22 年度から継続して、本学工学部第３・４学年必修科目「技術者倫理」の副

読本として活用した。 

 

④ 連続体力学の基礎 

本学工学部機械創造工学課程の第３・４学年専門科目の授業の教科書として使用

した。 

 

⑤ はじめての集中講義物語、はじめての集中講義物語２ 

  すでにツイニング・プログラムの前半教育における集中講義のＦＤテキストとし

て活用され、学内教職員に広く認知されているだけでなく、他大学等教育関係機関

からも好評により提供の依頼がある。コンソーシアムを組んでいるハノイ工科大学

及びダナン大学とのツイニング・プログラムでは、本学だけでなく、コンソーシア

ムからの集中講義実施の機会が増えてきており、ツイニング・プログラム集中講義

教員の事前研修テキストとして平成23年度においても広く活用された。 
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２―８ 日本人学生の海外派遣の取組 

平成23年度、国際連携センターでは、日本学生支援機構のショートビジットプログラ

ムにより日本人学生の海外派遣機会を新たに提供した。また、メキシコ・グアナファト

大学とのダブルディグリー制度による学生派遣、海外実務訓練での海外派遣等に関する

支援業務を行った。さらに、本学の中長期成長戦略を受け、「グローバルリーダー養成

のための短期海外派遣プログラム」を、本学博士後期課程学生向けに試行的に企画し実

施した。 

 

（１）ショートビジットプログラム（再掲） 

平成23年度より開始された日本学生支援機構のショートビジットプログラム（３

ヶ月未満の学生派遣プログラム）により、以下のとおり本学から海外協定校への学

生派遣（修士課程学生）を行った。 

 

① マレーシア学術協定校との大学院レベル教育研究相互交流プログラム 

派遣学生数： ７名 

派遣期間： 平成23年９月12日～12月28日 

派遣大学： マラヤ大学（４名） 

セインズマレーシア大学（３名） 

 

② 日墨米学術交流協定校ダブルディグリー支援プログラム 

派遣学生数： ３名 

派遣期間： 平成23年９月12日～12月28日 

派遣大学： グアナファト大学（メキシコ）（２名） 

アメリカ・テキサス大学（米国）（１名） 

 

（２）ダブルディグリー・プログラムによる学生派遣  

メキシコ・グアナファト大学との修士課程のダブルディグリー制度により、平成

23年８月より修士課程学生（材料開発工学専攻）１名をグアナファト大学に派遣し

た。 

 

（３）海外実務訓練による海外派遣の状況  

平成23年度、実務訓練に参加した学生のうち、海外機関等へ派遣された学生の状

況等は以下のとおり、実務訓練全体に占める海外実務訓練の比率は約13％である。 

海外体験と現地企業の研修を円滑に行うため、実務訓練生は、現地の大学で１か

月程度現地語の語学研修を受け、それらの大学から現地企業へ派遣される。 



29 
 

また、海外の大学での研究並びに学生交流体験を目的とした実務訓練もある。本

学が共同研究等を実施している大学又は本学の学術交流協定大学等へ実務訓練生を

派遣し、現地大学で研究及び現地大学生のチューター業務等を行うものである。そ

の他、ツイニング・プログラムを実施している海外の大学へ実務訓練生を派遣し、

研究、企業研修の他に、現地のツイニング・プログラム学生に対し、工学系日本語

及び専門基礎科目のチューター業務を行うものもある。 

なお、海外の大学を経由せず、直接現地企業に派遣されるケースもある。 

 

海外派遣学生数： 52名 

海外派遣機関： 13カ国、27機関 

 

 タイ： NIDEC COPAL（２名）、Toshiba Semiconductor（２名）、National Metal 

and Materials Technology Center(MTEC)（３名）、東芝ストレージデバイス

（１名）、Thai Toray Synthetis Co.,Ltd（２名）、コンケーン大学（１名） 

 マレーシア：Advantest Enginering Sdn. Bhd.（２名）、Fujipoly Malaysia 

Sdn. Bhd.（２名）、Fujitsu Component (Malaysia) Sdn. Bhd.（２名）、マ

ラ教育財団（８名）、マラ工科大学（UiTM)（１名）、 

 ベトナム：ハノイ工科大学（２名）、Vietnam Nippon Seiki Co., Ltd.（１

名） 

 メキシコ： グアナフアト大学（１名）、モンテレー大学（２名） 

 アメリカ： ピッツバーグ大学（１名） 

 オーストラリア：オーストラリア原子力科学技術機構（１名） 

 シンガポール：メイデンシンガポール（１名）、Experimental Therapeutics 

Center(ETC)（２名） 

 インド： インド国立インデラガンジー原子力研究所（２名） 

 中国： 華南理工大学（２名）、鄭州大学（３名） 

 台湾： 国立成功大学（１名） 

 韓国： Kaya AMA（１名） 

 ドイツ： Freudenberg（１名）、Sony Deutschland GmbH（４名） 

 英国： ブリストル大学（１名） 

 

（４）グローバルリーダー養成のための短期海外派遣プログラム  

本学の中長期成長戦略の一つである、イノベーションを牽引できる次世代グロー

バルリーダーの養成を目的とし、できるだけ多くの学生に海外の経験をしてもらう

ため、平成23年度、試行的に博士後期課程学生を対象とする短期海外派遣プログラ

ムを実施した。 



30 
 

○プログラム概要 

１．対象学生： 博士後期課程第１学年又は第２学年に在籍する学生 

２．派遣時期（派遣期間）： 平成24年１月～３月（１ヶ月程度） 

３．派遣先： 米国・カナダ、欧州、東南アジア・インド、豪州 等にある本

学の学術交流協定大学 等 

４．大学からの支援： 海外渡航費・現地滞在費について支援（なお、派遣先

が本学との協定大学である場合は、授業料不徴収） 

５．応募の条件 

（１）学業・人物とも優秀な者 

（２）派遣先において教育研究を実施するに十分な語学能力があること 

（３）本プログラムへの参加について指導教員の許可を得ること 

（４）海外渡航に関してパスポート等の取得等の諸手続きを自ら行えること 

（５）派遣先で積極的に交流および語学のレベルアップに取り組む意欲のあ

ること 

 

○平成23年度派遣実績（一部、平成24年度実施分も含む） 

海外派遣学生数： ６名（外国人留学生３名を含む） 

海外派遣先： ヨーク大学（イギリス）、カタルニア工科大学（スペイン）、

マニトバ大学（カナダ）、RMIT大学（オーストラリア）、ダル

ムシュタット工科大学（ドイツ）、テルアビブ大学（イスラエ

ル） 
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≪３≫ 日本語教育事業 

長岡技術科学大学国際連携センターでは、本学の留学生に対する日本語教育事業とし

て、現在２つのプログラム（「日本語研修コース」と「日本語基礎コース」）を開講し、

また、共通教育センターが開講している「日本語・日本事情科目」に、科目を担当する

ことで協力している。なお、各コースの担当教員は、学内の改組時期の関係で１学期は

従前のとおりの教員が担当し、２学期以降国際連携センター教員に完全移行した。 

 

（１）日本語研修コース  

大学院入学を目的とした国費の研究留学生及び短期留学生を対象に、短期集中日

本語プログラムを開講している。このコースは大学院入学前予備教育プログラムに

相当する。 

 

（２）日本語基礎コース 

日本語初級者のための全学日本語クラスで、レベルに応じて Basic１および２を

それぞれ週４回開講している。 

 

（３）日本語・日本語事情科目 

学部留学生を対象とした学部日本語科目、大学院生を対象とした大学院日本語特

論科目を共通教育センターが開講し、国際連携センター教員は科目を担当すること

で実施に協力している。 

 
【各コースの関係】 

正

規

科

目 

上級 
日本語（特論）Ⅲ, Ⅳ 

日本事情（特論）Ⅰ（各１コマ／週＊15 週） 

中

級 

後半 日本語（特論）Ⅱ（各１コマ／週＊15週） 

前半 日本語（特論）Ⅰ（各１コマ／週＊15週） 

非

正

規

科

目 
※ 

入門 研修コースⅡ ２コマ／週＊16 週 

初

級 

後半 BASIC２ 

４コマ／週＊15 週 

日本語研修コース 12 コマ／週＊16 週 

（Intensive Japanese Course） 

  会話・文法   ９コマ／週 

  日本事情    １コマ／週 

  漢字※     ２コマ／週 

    （※BASIC クラスと合同）  

入門 BASIC１ 

４コマ／週＊15 週 
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３―１ 日本語研修コース 

コース担当：柴崎 秀子（共通教育センター、１学期） 

永野 建二郎（２、３学期） 

 

平成 14 年に留学生センターが開設されて以来、本学では大学院入学を目的とした国費の

研究生および短期留学生を対象に短期集中プログラムを開講し、１年に２回実施している。

開講期間は前期（４月から７月）・後期（１０月から１月）ともに 16週で、研修コースⅠ

（初級レベル 週 11コマ）、 研修コースⅡ(初級終了レベル 週 4コマ）となっている。 
 
平成 23 年度前期 

１． コース概要 

Ａ．研修コースⅠ（初級クラス） 

【担当教員】専任教員 柴崎 秀子（共通教育センター）、リー飯塚尚子、永野建二郎 

   非常勤講師 佐々木 香織、渡邉有紀恵 

【授業期間、授業時間数】 

  ４月～７月に開講。16 週各週 12 コマ、計 192 コマ（約 290 時間） 

 

【授業目的】 

① 日常生活に必要なコミュニケーション能力を養成し、以後の専門教育への橋渡しを

行う。 
② 自立的に日本語を学習することができるようになるための基礎的な能力を養う。 
③ 初級漢字 300 字の読み書きを習得し、その漢字を含む語彙を学ぶ。 

 
【教科書】 
・『ひとりで学べるひらがな・かたかな』スリーエーネットワーク 
・『はじめよう日本語初級①』スリーエーネットワーク 
・『はじめよう日本語初級②』スリーエーネットワーク 
・『留学生のための漢字の教科書 初級 300』国書刊行会 

 
Ｂ．研修コースⅡ（初中級クラス） 

【担当教員】専任教員 永野建二郎 

【授業期間、授業時間数】 

  ４月～７月に開講。16 週各週４コマ、計 64コマ（約 96時間） 
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【授業目的】 

① 初級で学習した文法・文型を用い、場面にふさわしい表現でコミュニケーショ

ンがとれる能力を養成する。 
② 自立的に日本語を学習することができるようになるための基礎的な能力を養う。 
③ 初級で学習した漢字の様々な読みを学び、中級漢字 300 字の読み書きを習得す

る。 
 
【教科書】 
・『わかって使える日本語 中級レベル』スリーエーネットワーク 
・『留学生のための漢字の教科書 中級 700』国書刊行会 

 

２．時間割 

コース 時限 月 火 水 木 金 

 

研修Ⅰ 

１  会話 

柴崎 

会話 

佐々木 

会話 

永野 

会話 

渡邉 

２ 会話 

加納 

会話 

柴崎 

会話 

佐々木 

会話 

永野 

会話 

渡邉 

３ 漢字Ⅰ 

リー飯塚 

 日本事情 

佐々木 

 漢字Ⅰ 

渡邉 

研修Ⅱ ４ 漢字Ⅱ 

永野 

  漢字Ⅱ 

永野 

 

５ 初中級 

永野 

  初中級 

永野 

 

 

平成 23 年度後期 

２． コース概要 

Ａ．研修コースⅠ（初級クラス） 

【担当教員】専任教員 永野建二郎、リー飯塚尚子 

   非常勤講師 佐々木 香織、渡邉有紀恵 

【授業期間、授業時間数】 

  10 月～翌年１月に開講。16 週各週 12 コマ、計 192 コマ（約 290 時間） 

 

【授業目的】 

④ 日常生活に必要なコミュニケーション能力を養成し、以後の専門教育への橋渡しを

行う。 
⑤ 自立的に日本語を学習することができるようになるための基礎的な能力を養う。 
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⑥ 初級漢字 300 字の読み書きを習得し、その漢字を含む語彙を学ぶ。 
 
【教科書】 
・『ひとりで学べるひらがな・かたかな』スリーエーネットワーク 
・『みんなの日本語初級Ⅰ』スリーエーネットワーク 
・『みんなの日本語初級Ⅱ』スリーエーネットワーク 
・『留学生のための漢字の教科書 初級 300』国書刊行会 

 
Ｂ．研修コースⅡ（初中級クラス） 

【担当教員】専任教員 永野建二郎 

【授業期間、授業時間数】 

  10 月～翌年１月に開講。16 週各週４コマ、計 64 コマ（約 96時間） 

 

【授業目的】 

④ 初級で学習した文法・文型を用い、場面にふさわしい表現でコミュニケーショ

ンがとれる能力を養成する。 
⑤ 自立的に日本語を学習することができるようになるための基礎的な能力を養う。 
⑥ 初級で学習した漢字の様々な読みを学び、中級漢字 300 字の読み書きを習得す

る。 
 
【教科書】 
・『みんなの日本語 中級Ⅰ』スリーエーネットワーク 
・『留学生のための漢字の教科書 中級 700』国書刊行会 

 

２．時間割 

コース 時限 月 火 水 木 金 

 

研修Ⅰ 

１ 会話 

渡邉 

会話 

永野 

会話 

佐々木 

 会話 

渡邉 

２ 会話 

渡邉 

会話 

永野 

会話 

佐々木 

会話 

永野 

会話 

渡邉 

３ 漢字Ⅰ 

リー飯塚 

 日本事情 

佐々木 

 漢字Ⅰ 

渡邉 

研修Ⅱ ４ 漢字Ⅱ 

永野 

  漢字Ⅱ 

永野 

 

５ 初中級 

永野 

  初中級 

永野 

 



35 
 

３―２ 日本語基礎コース 

担当：加納 満（共通教育センター、１学期） 

   リー飯塚 尚子（２、３学期）  

 
 日本語基礎コースは、留学生を対象に初級レベルの Basic1、Basic2 の２つのコースに分

かれ、各コース週４回開講されている。 

 ４月と９月のコース開始前に受講希望者を対象にプレースメントテストを実施し、テス

ト結果をもとにクラス分けを行っている。 

 
平成 23 年度 1学期 

１．コース概要 

【担当教員】専任教員 加納 満 

   非常勤講師 近藤 優美、涌井 祐子、小林 律子 

【授業期間】 

  １学期と２学期に開講。 

 

【授業目的】 

  BASIC １ 日本語未習者を対象に初級日本語教科書を用いて最低限の文型と語彙を導

入・練習することで初級レベルの日本語運用能力を養成する。 

  BASIC ２ 初級修了レベルの日本語運用能力を養成する。運用能力を養成する。 

 

【教科書】 

BASIC １ 

・『ひとりで学べるひらがな・かたかな』スリーエーネットワーク 

・『はじめよう日本語初級①』スリーエーネットワーク 

BASIC ２ 

・『はじめよう日本語初級②』スリーエーネットワーク 

 

２．時間割 

 月 火 水 木 

２ Basic1 

小林 

Basic1 

涌井 

Basic1 

近藤 

Basic1 

加納 

３ Basic2 

小林 

Basic2 

涌井 

Basic2 

近藤 

Basic2 

加納 
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平成 23 年度 2学期 

１．コース概要 

【担当教員】専任教員 リー飯塚 尚子  

   非常勤講師 近藤 優美、涌井 祐子、小林 律子 

【授業期間】 

  １学期と２学期に開講。 

【授業目的】 

  BASIC １ 日本語未習者を対象に初級日本語教科書を用いて最低限の文型と語彙を導

入・練習することで初級レベルの日本語運用能力を養成する。 

  BASIC ２ 初級修了レベルの日本語運用能力を養成する。運用能力を養成する。 

【教科書】 

BASIC １ 

・『ひとりで学べるひらがな・かたかな』スリーエーネットワーク 

・『GENKI: An Integrated Course in Elementary Japanese Ⅰ』（２学期） 

BASIC ２ 

 ・『GENKI: An Integrated Course in Elementary Japanese Ⅱ』 

２．時間割 

 月 火 水 木 

１    Basic2 

リー飯塚 

２ Basic1 

小林 

Basic1 

涌井 

Basic1 

近藤 

Basic1 

リー飯塚 

３ Basic2 

小林 

Basic2 

涌井 

Basic2 

近藤 

 

 

３―３ 日本語・日本事情科目 

（共通教育センター開講科目、学部・大学院） 

担当：加納 満（共通教育センター） 

 

本学では、外国人留学生を対象に正規科目として日本語・日本事情科目と日本語特論・

日本事情特論科目をそれぞれ、学部と大学院に設置している。各学期に日本語科目は８単

位、日本事情科目は４単位、年間 12 単位開講されている。 

学部第１学年入学者及び第３学年入学者は、日本語科目で修得した単位のうち、２単位

を外国語科目として代替できる。ただし教養科目については、第１学年入学者の場合、日
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本語科目および日本事情科目で修得した単位のうち、第二外国語科目に代替した日本語科

目２単位以外の単位 10単位を限度として教養科目の単位として代替できるのに対して、第

３学年入学者の場合、４単位を限度として教養科目の単位として代替できる。 

大学院の場合、日本語特論科目及び日本事情特論科目で修得した単位のうち、２単位ま

で共通科目の単位として代替できる。 

本年度開講科目とレベルの対応関係は以下のとおりである。 

学部 大学院 

日本語Ⅰ（中級入門） 日本語特論Ⅰ（中級入門） 

日本語Ⅱ（中上級） 日本語特論Ⅱ（中級前半） 

日本語Ⅲ（上級） 日本語特論Ⅲ（中級後半） 

日本語Ⅳ（上級） 日本語特論Ⅳ（上級） 

日本事情Ⅰ（上級） 日本事情特論Ⅰ（上級） 

上記の科目を履修する場合、履修申告前に必ず日本語プレースメントテストを受けなけ

ればならない。 

なお、2011 年度から日本語・日本事情科目の担当は、共通教育センターの管轄となり、

国際連携センター所属のリー飯塚尚子教員および永野建二郎教員は、原則として大学院対

象の「日本語特論」のみを担当することとなった。しかしながら、１学期は移行期間だっ

たため、両センター教員で全科目を分担した。また、２学期に関しても、共通教育センタ

ー所属の柴崎秀子教員がサバティカル研修だったため、両センター教員で分担した。 

以下、時間割のみ提示する。 

 

平成 23 年度 1学期 

時間割 

 火 水 木 

１ 日本語Ⅰ－Ⅰ 

加納 

 日本事情Ⅰ－Ⅰ 

リー飯塚 

日本語特論Ⅰ－Ⅰ 

永野 

日本語特論Ⅱ-１ 

柴崎 

日本事情特論Ⅰ－Ⅰ 

加納 

２ 日本語特論Ⅳ－Ⅰ 

リー飯塚 

日本語Ⅱ－Ⅰ 

リー飯塚 

日本語Ⅳ－Ⅰ 

柴崎 

日本語Ⅲ－Ⅰ 

加納 

日本語特論Ⅲ－Ⅰ 

柴崎 
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平成 23 年度 2学期 

時間割 

 火 水 木 

１ 日本語Ⅰ－Ⅱ 

リー飯塚 

日本語Ⅱ－Ⅱ 

リー飯塚 

日本事情Ⅰ－Ⅱ     

加納 

日本語特論Ⅰ－Ⅱ 

加納 

日本語特論Ⅱ－Ⅱ 

加納 

日本事情特論Ⅰ－Ⅱ 

永野 

２ 日本語特論Ⅳ－Ⅱ 

加納 

日本語Ⅲ－Ⅱ 

加納 

日本語Ⅳ－Ⅱ 

加納 

日本語特論Ⅲ－Ⅱ 

リー飯塚 
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≪4≫ 留学生支援事業・地域交流事業  

  本学では、日本事情の理解又は国際交流活動を目的とした事業を企画・実施しており、

地域の国際交流行事への積極的な参加を留学生に勧め、地域との交流を図っている。 

 

４―１ 留学生相談 

留学生からの健康面や学習面、トラブルでの相談に対応し、ケースによっては本

人の了解をもとに学内相談窓口へ橋渡しをしている。 
 

４―２ 留学生行事 

日本の伝統・自然風土・歴史・食文化・産業等の社会状況を見聞・体験すること

により、日本文化の知識を深め、日常の教育・研究等の一助となることを目的とし

て行っている。 

【23年度実施行事】 

外国人留学生等

見学旅行 

平成23年 

11月12日～13日 

白川郷、兼六園、金沢21世紀美術館 

参加者数 75名 引率５名 

ホームステイ 

平成23年12月31日

～24年１月９日ま

での２日間 

長岡市及び周辺地域の家庭 

参加者数 10名 受入れ家庭9軒  

外国人留学生等

スキー研修 

平成24年 

３月８日～９日 

舞子スノーリゾート 

参加者数 70名 引率４名 
 

 

４―３ 留学生会 

留学生間及び、日本人との親睦を図り、相互理解をより深めることを目的とし、

スポーツ、文化、及び学問的な活動に関する情報連絡を通して、お互いに助け合え

る国際的な「家族」を作るために、留学生により結成した。 

ポーリング大会や国際祭り等の行事を通じて交流を図っている。 



40 
 

【23年度実施行事】 

歓迎パーテイ 平成23年４月24日 学内 桜通り 

ボーリング大会 平成23年６月26日 長岡ボウル 

国際祭り 
平成23年 

９月17日～18日 

技大祭と同時開催 

模擬店、パフォーマンス 

クリスマスパー

ティ 

平成24年 

３月８日～９日 
深才コミュニティセンター 

 

 

４―４ 同窓会事業 

  本学の卒業生により、タイ、ベトナム、マレーシアに海外同窓会が結成され、卒業

生間の交流を図っており、数年おきに同窓会を行っている。 
平成 23 年度は、ベトナムで海外同窓会集会が行われた。 

【23年度実施会場】 

ハノイ会場 平成23年10月28日 
参加者 約30名 

本学参加者 三上、伊藤、原田教授 

ホーチミン会場 平成23年10月30日 
参加者 約30名 

本学参加者 三上、伊藤、原田教授 
 

 

４―５ 地域交流事業 

  留学生等交流懇談会を学内外の支援者との交流機会として実施し、留学生生活全般 
に係る情報・意見交換を行い相互理解、親睦を深めている。 
実施日 平成 23 年 12 月７日 

会場  セコムホール 

学内参加者数 約 230 名 

来賓 30 名 
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≪５≫ 講演会・シンポジウム・センター刊行物等の状況 

５－１ 講演会・シンポジウム等 

平成23年度、国際連携センターでは以下の講演会・シンポジウムの企画・運営等を行

った。 

 

（１）世界大学ラインキング説明会 

トムソン・ロイター社から講師を招き、英国Times Higher Education(THE)の世界

大学ラインキングの仕組み、学術データベース等を利用した大学の分析等について

説明、参加した教職員との意見交換を行った。 

 

日 時： 平成23年６月15日 

場 所： マルチメディアシステムセンター 

講 師： トムソン・ロイター学術情報ソリューション 

渡辺 麻子 統括マネージャー 

古林 奈保子 アカウントマネージャー 

対 象： 全教職員 

参加者： 約80名 

 

  

 

 

（２）FD研修「授業で使う英語」  

英語で授業を行うにあたり、言い回しに困る。シラバスを英文で書く時、博士課

程在学の留学生に学位取得の手続きを説明する時に表現などに迷う。このような疑

問に答えるため、本学マクガウン准教授（経営情報系）を講師に、国際連携センタ

ー・教育方法開発センター共催のFD研修を開催した。 

 

日 時： 平成24年１月10日（第１回）、１月19日（第２回） 
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場 所： マルチメディアシステムセンター 

講 師： ヴァレリー・マクガウン准教授（経営情報系） 

 

 

 

    講演会資料：教育開発センターHP（学内専用） 

http://fd.nagaokaut.ac.jp/fd-blog/wp-content/uploads/2012/01

/classroom_english.pdf 

 

（３）第１回国際技学カンファレンスｉｎ長岡  

平成24年２月３日～５日に本学を会場として開催された「第１回国際技学カンファレ

ンスｉｎ長岡」（国際技学カンファレンスin長岡実行委員会主催）に国際連携センター教

員等が参加し、本学の国際連携教育の取組の発表、各国から参加者と今後の国際交流等

について意見交換等を行った。 

 
日 時： 平成24年２月３日～５日 

会 場： 長岡技術科学大学キャンパス 等 

参加者： 約350名 （海外からの参加者約75名を含む） 
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５－２ センター刊行物  

現在、国際連携センターでは、以下の刊行物を発行している。 

 

 （１）工学用語辞書（８言語） 

・日越工学用語辞典（春風社より出版） 

・日本語－マレー語工学用語辞典、日本語－タ

イ語工学用語辞典、日本語－スペイン語工学用

語辞典、日本語－中国語工学用語辞典、日本語

－韓国語工学用語辞典、日本語－インドネシア

語工学用語辞典、日本語－モンゴル語工学用語

辞典（以上、あかつき印刷株式会社より仮出版） 

 

（２） 新しい日本語教育教材、PJ工学基礎教科書、研修テキスト等 

・機械工学で学ぶ中級日本語（リー飯塚尚子・上村靖司編著） 

・機械工学で学ぶ中級日本語２（リー飯塚尚子・上村靖司編著） 

・はじめて工学を学ぶ留学生のためのにほんご練習帳（上村靖司・リー飯塚尚子

編著） 

・歴史と人物に学ぶ技術者の責任（三上喜貴著） 

・連続体力学の基礎（永澤茂・古口日出男著） 

・はじめての集中講義物語（上村靖司著） 

・はじめての集中講義物語２（上村靖司著） 

・ＵＤ流！文章術（児玉茂昭著） 
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（３） パンフレット 

・長岡技大の国際展開（年１回発行） 

・日本－ベトナムツイニング・プログラムパンフレット 

・鄭州大学－長岡技術科学大学ツイニング・プログラムパン 

フレット 

・「UDに立脚した工学基礎教育の再構築」パンフレット 

・「日墨米３国協働による技術者養成プログラム」パンフ 

レット 

 

（４） 留学生のためのガイドブック（年１回発行） 

         留学生の入国から帰国後のフォローアップまで留学に必要

な情報（渡日前情報、入学手続、生活情報、学習環境、滞在

手続等）を提供するために作成している。 

 

（５） その他 

・「UDに立脚した工学基礎教育の再構築」事業報告書 

・「日墨米３国協働による技術者養成プログラム」事業報告書 

・「国際連携教育による実践的技術者養成」事業報告書 
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NN 
 
 
 
・2011 年度 
 
■平成 23 年度学部入学式・大学院

入学式を行いました。 

2011.4.6 

 
平成 23 年 4 月 5 日（火）に長

岡市立劇場で平成２３年度学部
入学式並びに大学院入学式を
行いました。 
 式の冒頭で、このたびの東日
本大震災と大津波で犠牲となら
れた方々への黙とうが捧げられ
ました。 
 
 学部入学者５３５名、大学院修士課程入学者４０３名、博士後期課
程入学者２４名、大学院専門職
学位課程入学者１３名が、新原
学長より入学許可を受けまし
た。 
 引き続き、入学生を代表して
学部第３学年生物機能工学課
程の林美季さんが宣誓を行い
ました。   

 
■第 5 回ヌエボレオン州日本語スピー

チコンテストで本学ツイニング・プログラ

ムの学生が優勝しました。 

2011.4.14 

  
平成 23 年 4 月 9 日（土）、メキ

シコ・ヌエボレオン州で行われた
第 5 回ヌエボレオン州日墨友好
日本語スピーチコンテストの本
選に、本学とメキシコ・ヌエボレ
オン大学及びモンテレー大学と
のツイニング・プログラムの学生
合計 9 名が出場し、1 名が優

勝、1 名が特別賞を受賞しまし
た。 
 本スピーチコンテストはレベル
別に 4 カテゴリーに分かれてお
り、そのうち最高のカテゴリーD
でモンテレー大学とのツイニン
グ・プログラム 3 期生の
Alejandro Guillermo Hernandez 
Montejo さんが見事優勝しまし
た。 
 このスピーチコンテストは、本学も第 2 回より毎回協賛していま
す。 
 

■タイ・ボーイスカウトから救援物資（ツ

ナ缶）が送られてきました。 

2011.4.21 

 
本学に在籍していたタイのパトムワ

ン工科大学の学生さんが所属するタ
イのボーイスカウトから、東日本大
震災被災者への救援物資としてツナ
缶２１箱（１，００８個）が本学に送ら
れてきました。 
 

 
■技大桜散策祭報告 2011.4.23 
   
４月２３日（土）の技大桜散策祭に
ついてご報告します。 
 午前中は何とか雨に降られるこ
ともなく、気温も暖かさが感じられ
る中、今年も多くの方々が散策を
楽しんでいらっしゃいました。 
 テクノミュージアムでは第７回企
画展が開催されており、多くの市民が訪れていました。また、学生食
堂では２３日限定の特別メニュー「桜弁当」が好評でした。 
 

 
■世界大学ランキング説明会を開催し

ました。 

2011.6.11 

 
  平成 23 年 6 月 15 日（水）、
約 80 名の教職員が参加し、世
界の大学ランキングについて
の説明会を開催しました。 
 英国の高等教育専門誌
Times Higher Education の世
界大学ランキングのデータ収
集をサポートしているトムソン・
ロイター社からお招きした講師の方に、大学ランキング作成の元と
なるデータなどについて解説していただきました。 
 また、学術情報を用いた、本学の研究動向の分析についても説明
をいただきました。 
 
※Times Higher Education 世界大学ランキング 
 英国の高等教育専門誌 Times Higher Education が、所属する研
究者の発表した論文の被引用数などの複数の指標からランキング
を作成し、2004 年から毎年秋に発表しています。 
 

 

 
 

 
長岡技大 Newsletter(国際版) 

2011.4 – 2012.3 
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■JENESYS プログラム研修旅行を行

いました。 

2011.6.29 

 
  昨年 10 月からの JENESYS
プログラム「指導的グリーンテク
ノロジー技術者の育成を目指す
体験型産学協同教育」の特別聴
講学生 12 人が、6 月 26 日
（日）、27 日（月）の２日間、研修
旅行に出かけました。群馬県の
サンデン・フォレスト赤城事業所
で自然環境と調和を図る最新の
工場設備、長岡市ゴミ焼却場で地域の環境維持設備、鉄道技術史

を展示する大宮市の鉄道博物館
などを見学しました。盛夏の中、
見学にご協力いただいた各位に
感謝申し上げます。 
 また、留学生は毎週受講してい
た日本語授業を終了し、今後は
オープンハウスなどで日本人学
生と交流を深め、研究室での研
究をまとめることとしています。 

 

 
■2011 年度メキシコツイニング・プロ

グラム夏期研修を実施しました。 

2011.7.13 

 
 平成 24 年度に本学の入学を
目指しているヌエボレオン大学
及びモンテレイ大学のメキシコ
ツイニング・プログラム第３期生
を対象に夏期研修（平成 23 年
6 月 25 日（土）～7 月 10 日
（日））を実施しました。 
 来日した学生７名は、それぞ

れ研究室に配属され、毎日、研究室での演習、専門科目の講義、
日本語の授業等を受講したほか、工場、工事現場等の見学も行い
ました。 
 また、学生達は、期間中、長岡市内のホストファミリーの協力を得
て、ホームステイを行いました。
学生達にとって、日本の文化や
習慣に直接肌で触れる貴重な
経験となりました。 
 学生達は、今秋に本学の第３
学年入学試験を受験し、合格者
は来年４月に来日し、プログラ
ムの後半教育を受講することに
なっています。 

 
■タイ・ラジャマンガラ工科大学長一行

が来学されました。 

2011.8.2 

 
平成 23 年 7 月 28 日（木）～平成 23 年 7 月 29 日（金）に、タイの

ラジャマンガラ工科大学から Numyoot Songthanpitak 学長、Pranee 
Parnchivan 副学長、Sommai Pivsa-art 工学部長、Warunee 

Ariyawiriyanan 講師、Weraporn Pivsa-art 氏が来学されました。 
 ラジャマンガラ工科大学とは、

平成 18 年に学術交流協定を締結
以降、活発な交流が行われてお
り、今回の Numyoot 学長一行の
来日に合わせ、今後の交流体制
に関する協議、協定の更新を行い
ました。 

 また、機械系明田川研究室、
電気系原田研究室、物質・材料
系河原研究室、環境・建設系山
口研究室、システム安全系武藤
研究室の見学や、本学に在籍す
るタイ人留学生との意見交換を
行いました。 
 

 
■長岡まつり「大民踊流し」に参加しま

した。 

2011.8.3 

 
本学の学生・教職員は今年も市

民との交流の一環として 8 月 1
日（月）に行われた、長岡まつりの
前夜祭「大民踊流し」に参加しまし
た。 
 大民踊流しには、56 団体約

4,600 名が参加。本学は、新原学
長、武藤、髙田各理事・副学長、

宮﨑理事・事務局長、中村、斎
藤各副学長らの教職員や留学
生を含む学生など、総勢 115
名が揃いの浴衣を身にまと
い、大学の横断幕を先頭に駅
前のメインストリートである「大
手通り」に繰り出して、『長岡甚
句』『大花火音頭』を披露し、沿
道を埋め尽くした大勢の市民、

観光客から盛んな拍手喝采を受けました。 
 また、学生たちは長岡まつりの行事の中に催された「悠久太鼓」演
技にも参加するなど、大いに市民との交流を深めました。 
 

 
■ベトナム・ホーチミン市工科大学副学

長一行が来学されました。 

2011.8.9 

  
平成 23 年 8 月 2 日（火）～平成
23 年 8 月 4 日（木）に、ベトナム
のホーチミン市工科大学から
Tran Thien Phuc 副学長他合計
12 名が来学されました。 
 一行は、ホーチミン市工科大
学における FD の一環として、組
み込み技術に関する短期集中
研修を受講しました。 
 また、e ラーニング研究実践センターの見学や、本学に在籍する
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ベトナム人留学生との意見交換を
行いました。 
 ホーチミン市工科大学とは、平
成 16 年に学術交流協定を締結し
て以来、活発な交流が行われて
おり、平成 18 年度からは本学電
気系との間でツイニング・プログラ
ムも実施しています。 
 
   

 
■学位記授与式（8 月）を挙行しまし

た。 

2011.8.31 

  
8 月 30 日（火）本学において学

位記授与式（８月）を挙行しまし
た。 
学部卒業者 2 名、大学院修士
課程修了者 19 名、博士後期課
程 14 名に学位記が授与されま
した。 
引き続き新原学長から、これか
ら悩み苦労することもあるが、夢を持って日々継続して努力してほし
いとの激励の言葉が贈られました。 
 また、学生表彰が行われ、学業及研究活動等において、特に顕著
な業績、功績のあった 2 名に対し、新原学長から賞状及び記念品
が手渡されました。 

 
■入学式（9 月）を挙行しました。 2011.9.2 
 
  9 月 2 日（金）に本学において入学式（9 月）を挙行しました。 
 学部課程 6 名、大学院修士課程 17 名、大学院博士後期課程 23
名が、新原学長から入学を許可されました。 
 引き続き新原学長から、本学の留学生比率が高いこと、毎年高い
就職率を達成していること、本学のモットーであるＶＯＳの精神の紹
介があり、未来への夢に向かってチャレンジしてもらいたいとのお祝
いの言葉が贈られました。 

 
 9 月の入学式では、例年留学
生が多く、今回は大学院修士課
程 2 人、大学院博士後期課程 5
人の日本人以外の 39 名は留学
生となっています。 
 
 
 

 
■ダナン大学ツイニング・プログラム大

学説明会を開催しました。 

2011.9.12 

 
平成 23 年９月４日（日）に、ダナン大学ツイニング・プログラムの大

学説明会をベトナム・ダナン大学で、豊橋技術科学大学及び本学関
係者が参加の上、開催しました。 
 ダナン大学とのツイニング・プログラムは、本学、豊橋技術科学

大学及び岐阜大学でコンソーシアムを組み、平成 18 年にスタート

し、現在、第４期生及び第５期生が現地において学部教育の前期２
年半の前半教育を受けており、第３期生が、本年４月にコンソーシ
アム大学に入学し、２年間の後半教育を受けています。 
 現地における大学説明会の開催は、今回初めてでしたが、当日

は、ダナン工科大学の土木工学科及び建設工学科に入学したばか
りの 400 名近い学生が説明会に参加しました。 
 本学からは、環境・建設系豊

田准教授及び建設工学課程第
４学年の NGO NGOC CUONG
君が参加し、プログラムの説明
等を行いました。 
 後日、説明会参加者の中から
18 名の学生が第６期生としてツ
イニング・プログラムのコースに
入学し、２年半後の日本留学を
目指すこととなりました。 

 
■新原学長が米国セラミックス学会の

最高栄誉賞を受賞します。 

2011.9.21 

 
新原晧一学長が、110 年以上の歴史を持

ち世界のセラミックスの科学と技術をリード
している、米国セラミックス学会の最高栄誉
賞であるディスティンギュッシュドライフメン
バーシップ（Distinguished Life 
Membership ）賞を受賞することが決まりま
した。 
 この賞は、学術面の功績に加え、学会

の会長や大規模国際会議の会長・組織委
員長として卓越したリーダーシップを発揮
し、世界のセラミックス工業への貢献を通し

て米国への多角的貢献を評価して決められるもので、日本人では、
1999 年の稲盛和夫氏（現京セラ名誉会長）、2005 年の曽我直弘博
士（現滋賀県立大学理事長）、2006 年の平野眞一博士（名古屋大
学前総長）に次ぐ受賞となります。なお、本学の第２代学長である斎
藤進六先生は、この賞の日本人として二人目の受賞者で、新原学
長は八人目の受賞者です。 
 新原学長が昨年同学会から日本人では二人目として受賞したジ

ョン・ジェプ ソン賞（John Jeppson Award）は、主にセラミックス分野
での研究業績を評価して決められます。このため、セラミックス分野
の技術者・研究者にとっては、ジョン・ジェプソン賞とディスティンギュ
ッシュドライフメンバーシップ賞の両方を得るのが最高の栄誉となり
ますが、この両方の賞を受賞したのは日本人では新原学長が初の
快挙です。また、米国人以外のダブル受賞はドイツのハンブルグ大
学名誉教授のドイツのニルクラウゼン（Nils Claussen）博士と新原学
長の二人のみとなっています。 
    

 
■むつみ会主催「外国人による日本語

スピーチコンテスト」が開催されました。 

2011.9.27 

 
9 月 25 日（日）に長岡商工会議所において、本学留学生支援ボラ

ンティア団体むつみ会主催の第 23 回外国人による日本語スピーチ
コンテストが行われました。 
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 本学をはじめ新潟大学、長岡大
学、長岡工業高等専門学校の留学生
及びその家族から 12 名の出場者が、
日本の生活で感じたことや自国の文
化紹介などについてスピーチを行い、
長岡商工会議所会頭賞にトゥイ チャ
ン ティタンさん（ベトナム）、ライオンズ
クラブ賞にカク コウバイさん（中国）、

むつみ会賞にグレシア カスタルディ
さん（メキシコ）が入賞しました。 
 

 本学ベトナム人留学生による踊り
や歌のアトラクションも披露されコン
テストは盛会となり、終了後の交流会
では参加された市民の方々と留学生
達が親睦を深めていました。 
 

  

 
■タイ・チュラロンコン大学一行が来学

されました。 

2011.9.27 

   
平成 23 年 9 月 26 日（月）～平
成 23 年 9 月 27 日（火）に、タイ
のチュラロンコン大学理学部から
Piamsook Pongsawasdi 生物化
学学科長、Warinthorn Chavasiri
化学学科長、Sirithan Jiemsrilers
材料化学学科長が来学されまし
た。 
 当日は、今後の両大学の交流に関する話し合いを行うとともに、
本学の教員・学生向けの特別講演を行っていただきました。 
 チュラロンコン大学理学部とは、平成 18 年 8 月に学術交流協定
を締結して以来、教員の往訪、ジョイントセミナーの開催など、活発
な交流が行われています。 
 

 
■学位記授与式（9 月）を挙行しまし

た。 

2011.9.29 

 
 9 月 28 日（水）本学において学
位記授与式（9 月）を挙行しまし
た。 
 学部卒業者１名、大学院修士課
程修了者１名、博士後期課程１名
に新原学長が外国出張のため、武
藤理事・副学長から学位記が授与
されました。 

 引き続き、武藤理事・副学長から学長挨拶代読があり、これから
社会に出て厳しい毎日が続くと思うが、自己の限界に挑戦してほし
いとの激励の言葉が送られました。 
 式終了後は、武藤理事・副学長を囲んで関係者との思い出に残る
記念撮影を行いました。 
 
 

 

■マレーシア・セインズマレーシア大学

一行が来学されました。 

2011.10.5 

 
平成 23 年 10 月 3 日（月）に、マレーシアのセインズマレーシア大

学応用科学科から Wan Ahmad Kamil Che Mahmood 学科長、Abdul 
Rahman Othman 准教授、Mohamad Nasir Mohamad Ibrahim 准教授
が来学されました。 

当日は、今後の両大学の交流
に関する話し合いを行うととも
に、本学の教員・学生向けの特
別講演を行っていただきまし
た。  
セインズマレーシア大学とは、
平成 17 年 10 月に学術交流協
定を締結して以来、教員の往

訪、ジョイントセミナーの開催など、活発な交流が行われています。  
 

 
■JENESYS プログラム発表会・修了式

を行いました。 

2011.10.6 

 
9 月 22 日（木）に、本学マルチメデ

ィアシステムセンターで、JENESYS
プログラムの発表会・修了式を行い
ました。昨年 10 月からの JENESYS
プログラム 「指導的グリーンテクノロ
ジー技術者の育成を目指す体験型
産学協同教育」で学術交流協定校か
ら受け入れた特別聴講学生 12 人
が、１年間の研究成果及びインターンシップ内容などについて一人
ずつ発表を行い、質疑応答、講評を受けました。その後、全員が修
了証書を授与されました。 
プログラム参加学生は 9 月末に１年間の研修を終えて母国に帰

国、研究を継続し、今後、環境関連分野の技術者として、国際社会
に貢献することが期待されています。   

 
■ハノイ工科大学ツイニング・プログラ

ム日本コンソーシアム会議を開催しま

した。 

2011.10.6 

 
 平成 23 年 10 月 3 日（月）に、豊橋技術科学大学において、ハノイ
工科大学ツイニング・プログラム日本コンソーシアム会議を開催しま
した。 
ベトナム・ハノイ工科大学とのツイニ
ング・プログラムは、ベトナム政府初
の公式プログラムとして、平成 15 年
４月にスタートし、この 10 月に第 10
期生が入学し、現地において学部教
育の前期２年半の前半教育を受ける
ことになっています。 
また、平成 16 年 10 月に日本コンソ
ーシアムを設立し、現在、宇都宮大学、群馬大学、豊橋技術科学大
学、名古屋工業大学、岐阜大学及び本学がコンソーシアムに加盟
し、毎年数回コンソーシアムの関係者が一堂に会し、ツイニング・プ
ログラムに関する議論及び意見交換を行っています。 
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 当日は、本学三上副学長、機械系伊藤教授、上村准教授等コンソ
ーシアムの関係者計 20 名が出席し、活発な議論、情報交換等を行
い、大変有意義な会議となりました。 

 
■鄭州大学ツイニング・プログラム短

期研修を実施しました。 

2011.10.11 

 平成 23 年 9 月 17 日（土）～平
成 23 年 10 月 5 日（水）に、中国・
鄭州大学ツイニング・プログラム
の現地前半教育在籍学生の第３
期生及び第４期生を対象に短期
研修を実施しました。 
この研修は、本学を直接知っても
らい、日本での工学教育を受ける
ための日本語能力及び工学基礎
能力を向上させること等を目的としたもので、独立行政法人日本学
生支援機構の留学生交流支援制度（ショートステイプログラム）によ
る支援を受けて実施することができました。 
来日した学生 10 名は、期間中、主に日本語の授業を受講するとと
もに、実験への参加、学内研究室体験等を行い、日本の学習スタイ

ルに慣れることができ、日本の文
化、生活習慣に接する貴重な経験
ができました。 
 学生達のうち、第３期生は、来年
１月に本学の第３学年入学試験を
受験し、合格者は来年９月に来日
し、プログラムの後半教育を受講
することになっています。 
 

 
■第 2 回社団法人メキシコ日本語教

師会北部支部日本語弁論大会にお

いて、本学ツイニング・プログラムの学

生が優勝しました。 

2011.10.20 

 
平成 23 年 10 月 8 日（土）、メキシコ・ヌエボレオン州で行われた第

2 回社団法人メキシコ日本語教師会北部支部日本語弁論大会に、
本学とメキシコ・ヌエボレオン大学及びモンテレー大学とのツイニン
グ・プログラムの学生合計 13 名が出場し、1 名が優勝、2 名が 2 位
入賞、1 名が特別賞を受賞しました。 
 本スピーチコンテストはレベ
ル別に 3 カテゴリーに分かれ
ており、そのうち最高のカテゴ
リーC でモンテレー大学とのツ
イニング・プログラム 3 期生の
José Luis Reyes Méndez さん
が 2 位に入賞しました。 ま
た、カテゴリーB1 でモンテレー
大学とのツイニング・プログラ
ム 4 期生の Juan Fernando 
Andrade Velasco さんが見事に優勝、ヌエボレオン大学とのツイニン
グ・プログラム 4 期生の Liñan Panting Carlos Arturo さんが 2 位入
賞、Ortiz Ponce Rafael さんが審査員特別賞を受賞しました。 
 このスピーチコンテストは、本学も第 1 回より協賛しています。 

 

■セインズマレーシア大学と合同シン

ポジウムを開催しました。 

2011.10.25 

 
  平成 23 年 10 月 17 日（月）にマ
レーシア・ペナン島のセインズマレー
シア大学（USM）メインキャンパスに
おいて、USM と本学との第１回ジョイ
ントセミナーを開催しました。 
 USM からは理学部および工学部
から数多くの教員と学生が、日本か
らは本学の教員等の計 17 名が本ジ
ョイントセミナーに参加しました。 
 本シンポジウムは、USM 材料資源工学科長の Ahmad Fauzi Mohd 
Noor 教授及び本学塩見友雄物質・材料系長の挨拶ののち、34 件
の口頭発表と 19 件のポスター発表が行われました。 
 また、セミナー翌日 10 月 18 日には、USM と本学の学術交流協定
に基づいた研究と教育に関する今後の連携に向けた意見交換、
USM の施設見学等を行いました。 
 本学と USM は、平成 17 年に学術交流協定を締結以来、学生や
教員の交流など活発な国際交流活動を行っています。 

 
■日墨米３国コンソーシアム会議が開

催されました。 

2011.12.5 

 
 平成 23 年 11 月 28 日（月）に、
学術交流協定校であるメキシコの
グアナファト大学にて、日墨米３国
コンソーシアム会議が開催され、本
学から物質・材料系小林教授等教
員４名が出席しました。５回目とな
る今回は、本学が進めている「環
太平洋新興国との高度な双方向
連携教育研究による持続型社会構築のための人材育成・新産業創

出拠点形成」事業の一環として行わ
れました。 
 当日は、本学のほか、メキシコのグ
アナファト大学、シウダーファレス大
学及びミチョアカナ大学並びにアメリ
カのテキサス大学エルパソ校の関係
者が一堂に会し、研究成果の発表や
ディスカッション等が行われました。 

 

 
■学位記授与式（12 月）を挙行しまし

た。 

2011.12.26 

 12 月 21 日（水）本学において学位記授与式（12 月）を挙行しまし
た。 
 大学院修士課程１名、博士後期課程
１名、論文博士１名に新原学長から学
位記が授与されました。 
 引き続き、学長から、8 月に策定した
長岡技術科学大学中長期成長戦略を
例に挙げ「これから 10 年先、30 年先を
見据え、社会に貢献できる人材へ成長
するよう」との激励の言葉が送られました。  
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■中川正春文部科学大臣が

ESCANBER プロジェクトを視察されま

した。 

2012.1.11 

 
 中川正春文部科学大臣を筆頭と
する文部科学省視察団が、2012
年 1 月 7 日（土）、ベトナムゴム研
究所（RRIV）を訪問されました。 
 本学福田雅夫教授をリーダーと
する SATREPS「天然ゴムを用いる
炭素循環システムの構築」

（ESCANBER）プロジェクトのメン
バーが事業の概略を紹介しまし
た。 
 中川大臣は、タッピングに自ら
挑戦されるなど大変興味を持っ
ていただき、「成果を大いに期待
している。さらに、プロジェクトの
推進に努力するように」という激
励のお言葉を頂戴しました。 

 
■「第１回国際技学カンファレンスｉｎ長

岡」を開催しました。 

2012.2.10 

 
  2 月 3 日（金）から 5 日（日）に、
本学を会場として「第１回国際技学カ
ンファレンスｉｎ長岡」が開催されまし
た。 
 本会議は、「技学（GIGAKU）を世界
の共通語に」との思いを込めて開催
された国際会議であり、「技学」発祥
の地である本学を会場として、「技学」という共通のキーワードの
下、世界 16 ヶ国からの参加者を得て盛大に開催されました。 
 会議では、冒頭、カンファレンス実行委員長である本学新原学長
より開会の挨拶ののち、新原学長及び 3 名のゲストスピーカーによ

る基調講演が行われました。 
その後、「ものづくりと技学」「技
学の国際連携」「技学によるイノ
ベーション」「技学と地域連携」
「技学教育の実践」の５つの分科
会に別れてテーマに沿った口頭
発表、ポスター発表が行われま
した。各会場において幅広い分
野について非常に活発な討議が

行われていました。 
 また、本会議に合わせて、ダイ
ハツ工業（株）が昨年の東京モー
ターショーで発表した燃料電池車
（コンセプトカー）「FC 商 CASE」
が会場内に展示され、開発担当
者の説明に多く参加者が熱心に
聞き入り、大変盛況な展示会とな
りました。 

 
■南アフリカ共和国の国立工科大学

研修団一行が来学されました。 

2011.2.23 

 
  平成 24 年 2 月 21 日（火）
に、南アフリカ共和国の高等教
育省スキル開発局 Thabo 
Shadrack MASHONGOANE 部
長、ツワネ、バール、マンゴス
ス、ケープペニスア、セントラ
ル、ダーバンの６つの国立工科
大学の産学連携室長、在日南
アフリカ共和国大使館公使、JICA 関係者ら１５名が来学されまし
た。 
 JICA の南アフリカ工科大学産学人材育成プロジェクトの一環とし
て実施されたもので、人材育成、産学連携、地域企業への協力など
を中心に見学、懇談が行われました。 
 新原学長を表敬訪問の後、三上副学長による大学概要説明では
活発な質問が出されました。 
その後、テクノミュージアム、テクノインキュベーションセンター、ロ

ボコンプロジェクト、音響振動工学
センター、極限エネルギー密度工
学研究センターと学内を熱心に見
学されました。 それぞれの見学先
で多くの質問があり、本学への関
心を強くされていました。本年４月
には、南アフリカ共和国から留学
生１人が入学の予定です。 
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資 料 



外国人留学生数一覧 The Enrollment of International Students

2011年5月1日現在 as of May 1st, 2011 * (  )は女子で内数 re-marking of female

　　　　　　　　区分　Status

 1 ヴィエトナム/ Vietnam 44 ( 6 ) 15 ( 5 ) 16 ( 6 ) 2 3 ( 2 ) 80 ( 19 )

 2 中　　国 / China 14 ( 8 ) 31 ( 9 ) 7 ( 3 ) 1 1 54 ( 20 )

 3 マレーシア / Malaysia 22 ( 10 ) 9 ( 3 ) 11 ( 4 ) 3 ( 1 ) 45 ( 18 )

 4 タイ / Thailand 6 ( 3 ) 17 ( 7 ) 1 ( 1 ) 6 ( 1 ) 30 ( 12 )

 5 メキシコ / Mexico 14 ( 1 ) 1 4 ( 1 ) 1 4 ( 1 ) 24 ( 3 )

 6 ミャンマー / Myanmar 6 ( 4 ) 4 ( 3 ) 10 ( 7 )

 7 インドネシア / Indonesia 1 4 ( 1 ) 2 ( 2 ) 7 ( 3 )

 8 バングラデシュ / Bangladesh 5 ( 1 ) 5 ( 1 )

 9 インド / India 1 1 1 1 ( ) 4 ( 0 )

 10 スリランカ / Sri Lanka 3 ( 1 ) 1 ( 1 ) 4 ( 2 )

 11 ベネズエラ / Venezuela 2 1 1 4 ( 0 )

 12 モンゴル / Mongolia 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 3 ( 3 )

 13 ドイツ / Germany 3 3 ( 0 )

 14 ウガンダ/ Uganda 2 2 ( 0 )

 15 韓国 / Korea 1 1 ( 1 ) 2 ( 1 )

 16 ネパ－ル / Nepal 1 ( 1 ) 1 2 ( 1 )

 17 シリア/ Syria 2 2 ( 0 )

 18 エリトリア/ Eritrea 2 2 ( 0 )

 19 コロンビア/ Dolombia 1 1 ( 0 )

 20 東ティモール / East Timor 1 1 ( 0 )

 21 ブータン/ Bhutan 1 1 ( 0 )

 22 ジンバブエ/ Zimbabwe 1 1 ( 0 )

 23 ラオス / Laos 1 ( 1 ) 1 ( 1 )

 24 ロシア / Russia 1 1 ( 0 )

 25 ブラジル / Brazil 1 1 ( 0 )

 26 ルワンダ / Rwandia 1 ( 1 ) 1 ( 1 )

 27 スペイン / Spain 1 ( 1 ) 1 ( 1 )

研究生

Research
Students

(non-degree)
修士課程
Master
Course

博士
後期課程
Doctor
Course

特別聴講学生

Short-Term
Exchange
Students

(non-degree)

合計
TOTAL

特別研究学生

Short-Term
Exchange
Students

(non-degree)

大学院正規生        Graduate Students

専門職学位
課程

Professional
Degree
Course

83 ( 26 31 ) 41

学部正規生
Under-

Graduate
Students

76 ( 25 (合　計　/ TOTAL 100 ( 26 ) )8 )

　　　国･地域等

　　　Country・Area

3 ( 1 )) ( 1 ) 292 ( 93

51



52 
 

 
 



民間団体等奨学金受給状況（推移）

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

日本学生支援機構 学部 11 15 11 8 10 9 5 7 7 7 5 12 15 17

（旧：日本国際教育協会） 大学院 11 8 12 10 8 6 6 9 10 12 11 24 11 11

ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会 学部 9 5 3 1 3 3 1 2 3 2 1

大学院 4 6 10 7 3 3 5 4 7 5 5 7 7 6

ﾋﾛｾ国際奨学財団 学部 1 1 1 1

大学院 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

伊藤謝恩育英財団 学部 1

大学院 1 2 1 1

牧田国際育英会 学部

大学院 1 1 1 2 1 1 1

佐川留学生奨学会 学部 1 1 1

大学院 1

橋谷奨学会 学部

大学院 2 1 1 1

とうきゅう外来留学生奨学財団学部

大学院 1 2 2 1 2 1 1 1

平和中島財団 学部 1 1 1 1

大学院 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

日揮・実吉奨学会 学部 2 1 3

大学院 2 3 4 4 5 2 2 2 2 2 2 2

国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ日本財団 学部 1

大学院 1 1 1 1

久保田豊基金 学部 1

大学院 1 2

ｻﾄｰ国際奨学財団 学部 1 1

大学院 1

ｱｼﾞｱ太平洋大学交流機構 学部

留学生支援奨学一時金 大学院 2

KDDI財団 学部

（旧：国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基金） 大学院 1 1

CWAJ奨学金 学部

大学院 1

伊藤国際教育交流財団 学部

大学院 1 1

岩谷直治記念財団 学部

大学院 1

川嶋章司記念ｽｶﾗｰｼｯﾌﾟ基金学部

大学院

ﾄﾞｺﾓ留学生奨学金 学部

大学院 1 1 1 2 1

共立国際奨学財団 学部 1

大学院

朝鮮奨学会 学部

大学院 1 1

ｴﾇ・ｴｽ知覚科学振興会 学部

大学院 1

ﾕﾆｵﾝﾂｰﾙ奨学会 学部 1

大学院 1 1

ﾚｵﾊﾟﾚｽ２１留学生奨学金 学部

大学院 1

ﾏﾌﾞﾁ国際育英財団 学部

大学院 1

高山奨学財団 学部 1 1

大学院

似鳥奨学財団 学部

大学院 2

新潟県 学部

大学院 1

ｱｸｱ奨学会 学部 1 1

大学院
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国立大学法人長岡技術科学大学国際連携センター規則 

 

平成 23 年３月 28 日 
規  則 第  10   号 

 
（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人長岡技術科学大学学則第６条第２項の規定に基づき、

国立大学法人長岡技術科学大学国際連携センター(以下「センター」という。)について、

必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条 センターは、学内共同教育研究施設として、国立大学法人長岡技術科学大学（以

下「本学」という。）における海外の学術機関との交流の促進並びに外国人留学生（以

下「留学生」という。）の教育指導及び学生の国際交流推進等を行い、もって、本学の

教育研究の国際的な連携（以下「国際連携」という。）の推進に貢献することを目的と

する。 

 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。 

一 海外機関との連携教育の推進に関すること。 

二 海外機関との学術交流の推進に関すること。 

三 海外機関への広報活動に関すること。 

四 留学生に対する修学支援等及び生活上の指導助言に関すること。 

五 学生の国際交流推進に関すること。 

六 地域の国際交流推進に関すること。 

七 国際連携に係る危機管理に関すること。 

八 国際連携教育の発展に資する研究に関すること。 

九 国際連携に係わる事務処理及び連絡調整に関すること。 

十 その他前条の目的を達成するために必要な事項 

 

（組織） 

第４条 センターは、学長が指名する教員及び事務職員をもって組織する。 

 

（国際連携センター長） 

第５条 センターにセンター長及び副センター長（以下「センター長等」という。）を置く。 

２ センター長は、センターの業務を総括する。 

３ 副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を

代行する。 

 

（センター長等の選考） 

第６条 センター長の選考に関し必要な事項は、別に定める。 
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２ センター長は、学長が任命する。 

３ 副センター長は、センター長の推薦に基づき、学長が任命する。 

 

（センター長等の任期） 

第７条 センター長等の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の

後任のセンター長等の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

  （日本語研修コース及び日本語基礎コース） 

第８条 センターに、大学院等入学前予備教育を行う日本語研修コース及び日本語初級学

習者等のための日本語基礎コースを置く。 

２ 日本語研修コース及び日本語基礎コースに関し必要な事項は、別に定める。 

３ 前２項に規定するもののほか、留学生に対する日本語教育等は、教育開発系ほか各系

と連携して行う。 

 

（国際連携コーディネーター） 

第９条 国際連携に関する高度な専門的知識を要する業務を行うために、国際連携コーデ

ィネーター（以下「コーディネーター」という。）を置く。 

２ コーディネーターは、国際連携に関する専門的知識を有する者をもって充てる。 

３ コーディネーターは、国際連携活動の支援及び実行に関する業務を行う。 

 

（国際連携オフィサー） 

第 10 条 国際連携に関する高度な専門的知識を要する事務を行うために、国際連携オフィ

サー（以下「オフィサー」という。）を置く。 

２ オフィサーは、国際連携に関する専門的知識を有する事務職員をもって充てる。 

３ オフィサーは、国際連携活動の支援に関する専門的知識を要する事務を行う。 

 

（雑則） 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、センターに関する必要事項については、学長が別

に定める。 

 

附 則 

１  この規則は、平成 23 年４月１日から施行する。 

２  国立大学法人長岡技術科学大学国際センター規則（平成 16 年４月１日規則第 61 号）

は、廃止する。 
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国際連携センター 構成員 （平成 24 年 3 月 30 日現在） 

 

No.  

1 センター長 佐藤 一則 教授（環境・建設系） 

2 副センター長 塚部 暢之 国際課長 

3 国際連携コーディネーター 中嶋 義晴 特任教授 

4 国際連携コーディネーター 高橋 勉 教授（機械系） 

5 国際連携コーディネーター リー飯塚 尚子 講師（教育開発系） 

6 国際連携オフィサー 五十嵐 千枝 国際課（国際交流係） 

7 スタッフ（教員） 明田川 正人 教授（機械系） 

8 スタッフ（教員） 高橋 修 教授（環境・建設系） 

9 スタッフ（教員） 岩橋 政宏 准教授（電気系） 

10 スタッフ（教員） 伊東 淳一 准教授（電気系） 

11 スタッフ（教員） 永野 建二郎 講師（教育開発系） 

12 スタッフ（事務） 武樋 伸一 副課長 

13 スタッフ（事務） 三宅 博 国際交流係長 

14 スタッフ（事務） 寺澤 武 国際交流係 

15 スタッフ（事務） 五十嵐 順子 国際交流係（非常勤） 

16 スタッフ（事務） 佐藤 由美子 留学生支援係長 

17 スタッフ（事務） 小林 晶子 留学生支援係 

18 スタッフ（事務） 桜井 雄太 留学生支援係 

19 スタッフ（事務） 渡辺 知子 留学生支援係（非常勤） 

 

（日本語非常勤講師・謝金講師） 

No.    

1 日本語研修コース 佐々木 香織 非常勤講師 

2 日本語研修コース 渡邉 有紀恵 非常勤講師 

3 日本語基礎コース 涌井 祐子 謝金講師 

4 日本語基礎コース 近藤 優美 謝金講師 

5 日本語基礎コース 小林 律子 謝金講師 
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平成 23 年度国際連携センター会議 開催実績 

 

○第１回 

日 時： 平成 23年４月４日 

 議 題：  

（１） 国際戦略アクションプランの策定について 

（２） その他 

 

○第２回 

日 時： 平成 23年４月 11日 

 議 題：  

（１） 国際戦略アクションプランの策定について 

（２） その他 

・国際関係委員会等の委員について 

・国際関係予算について 

・震災を踏まえての留学生の動向について 

・トムソン・ロイター大学ラインキング説明会について 

 

○第３回 

日 時： 平成 23年４月 18日 

 議 題：  

（１） 国際戦略アクションプランの策定について 

（２） 国際連携センター勉強会（ツイニングプログラム（Ⅰ）） 

（３） その他 

 

○第４回 

日 時： 平成 23年４月 25日 

 議 題：  

（１） ショートステイ、ショートビジットプログラムの検討について 

（２） 2011 年度後期日本語研修コース及び日本語基礎コースの実施について 

（３） 国際連携センター勉強会（ツイニングプログラム（Ⅱ）） 

（４） その他 

 

○第５回 

日 時： 平成 23年５月９日 

 議 題：  
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（１） ショートステイ、ショートビジットプログラムの検討について 

（２） 国際戦略アクションプランの策定について 

（３） 国際連携センター勉強会（ツイニングプログラム（Ⅲ）） 

（４） その他 

 

○第６回 

日 時： 平成 23年５月 20日 

 議 題：  

（１） 国際戦略アクションプランの策定について 

（２） ツイニングプログラム関連データの収集について 

（３） 大学の世界展開力強化事業の公募について 

（４） 国際連携センター勉強会（海外実務訓練） 

（５） その他 

 

○第７回 

日 時： 平成 23年６月 3日 

 議 題：  

（１） 大学の世界展開力強化事業について 

（２） 国際戦略アクションプランの策定・実施について 

（３） その他 

・アフガン協力プロジェクト 

・高専機構留学生交流促進センター 

・高専連携アドバンストコース（マレーシア訪問） 

・国際連携センターホームページ 等 

 

○第８回 

日 時： 平成 23年６月 10日 

 議 題：  

（１） 大学の世界展開力強化事業の検討について 

（２） 国際連携センター勉強会（企業の海外進出の事例） 

（３） その他 

 

○第９回 

日 時： 平成 23年６月 24日 

 議 題： 

（１） 大学の世界展開力強化事業の検討について 
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（２） その他 

 

○第 10 回 

日 時： 平成 23年７月８日 

 議 題：  

（１） 大学の世界展開力強化事業の検討について 

（２） 日本国際学生技術研修協会（IAESTE）への参加について 

（３） 国際戦略アクションプランの策定状況について 

（４） その他 

 

○第 11 回 

日 時： 平成 23年９月９日 

 議 題：  

（１） 中長期成長戦略・国際戦略アクションプランの状況について 

（２） 国際連携教育プログラム等について 

・大学の世界展開力強化事業への申請状況について 

・ショートステイ・ショートビジット・プログラムの状況 

・ツイニングプログラムの状況（TP 入試、マレーシア TP 他） 

（３） 国際関係行事について 

・第１回国際技学カンファレンスの開催について 

・日本留学フェアへの参加について 

・海外同窓会の開催について 

（４） その他 

・高専国際化プログラム（高専機構特別教育研究経費）について 

 

○第 12 回 

日 時： 平成 23年 10 月 11 日 

 議 題：  

（１） 国際戦略アクションプランの実施状況について 

・英文 HPアクセス解析 

・HPへの「留学生の声」掲載 

（２） 国際関連施策の動向 

・平成 24年度文部科学省概算要求主要事項 

・大学の世界展開力強化事業への申請について（結果） 

（３） 国際連携教育プログラム等について 

・ショートステイ・ショートビジットプログラムの状況 
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・ツイニングプログラムの状況（マレーシア TP等） 

・ダブルディグリー・プログラムの状況 

（４） 国際関係行事について 

（５） その他 

・東アジア高等教育国際シンポジウム参加について 

 

○第 13 回 

日 時： 平成 23年 11 月 21 日 

 議 題：  

（１） 国際連携教育プログラム 

・平成２４年度ショートステイ・ショートビジットプログラム申請について 

・ツイニングプログラムの状況（TP 入試、宿舎等） 

（２） 日本語教育 

・ショートステイプログラム受入れ学生用日本語クラスについて 

・非常勤教員の採用について 

（３） アクションプランの実施 

・海外留学機会情報の提供について 

（４） 国際関係行事 

（５） その他 

・当面のスケジュール等 

 

○第 14 回 

日 時： 平成 24年２月９日 

 議 題：  

（１） 日本語教育 

・平成２４年度日本語基礎コースの計画について 

・日本語非常勤教員の採用について 

（２） 国際連携教育プログラム 

・マレーシア後継プログラムについて 

・ツイニングプログラムの評価＆アンケートの実施について 

・ショートステイ・ショートビジットプログラムの状況 

・ダブルディグリー・プログラムの今後の進め方について 

（３）  新規事業の検討について 

・文部科学省新規事業等に向けた対応について 

（４） アクションプランの実施状況 

・日本人学生の海外派遣のための取組について 
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（５） その他 

・国際連携センター年報（平成２３年度）の作成について 

・当面のスケジュール 

・技学カンファレンスの開催について 

 

○第 15 回 

日 時： 平成 24年３月 27日 

 議 題：  

（１） 国際連携教育プログラム 

・ツイニングプログラムの評価について 

・大学の世界展開力強化事業（ASEAN）の申請について 

・ショートステイ・ショートビジットプログラムの実施について 

・次期の国費外国人留学生の優先配置を行うプログラムについて 

・ダブルディグリープログラムの動向について 

（２） アクションプランの実施状況                  

・留学情報リーフレットの作成について             

（３） その他 

・日越学長会議への参加について                

・高専機構ロードマッププロジェクトフォーラムへの参加について 

・国際連携センター年報の作成について            

・国際連携センター情報共有 DB の導入（サイボウズ）     

・平成２４年度留学生ガイダンスについて          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長岡技術科学大学国際連携センター年報 第１号 

 

 

発行   平成 24 年９月 

発行者  長岡技術科学大学国際連携センター 

     〒940-2188 

     新潟県長岡市上富岡町 1603-1 

 


